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電子マニフェストシステムに関する基本事項第1章

（１）電子マニフェスト（移動報告）制度の概要

1.  電子マニフェスト（移動報告）制度について

一旦、引取業者が引取報告を行った車両は、その後再販・中古車輸出等を行うことは
原則としてできません。

自動車リサイクル法では、各事業者が使用済自動車等
の「引取り」「引渡し」を行った際、原則としてパソ
コンにて情報管理センターにインターネット
経由で報告を行うことが必要となります。

具体的な業務フローは2ページのとおりです。

【 留意点 】
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1.  電子マニフェスト（移動報告）制度について

電子マニフェスト（移動報告）の業務フロー
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（２）電子マニフェスト（移動報告）制度導入の目的／機能

① 使用済自動車の適正な引取り／引渡しの
確保（不法投棄の防止等）

（３）受付時間等

1.  電子マニフェスト（移動報告）制度について

電子マニフェスト制度により、情報管理センターに
おいては個々の使用済自動車等の引取り・引渡しを
行った事業者が把握可能となります。一定期間内に
引取り・引渡しの報告がなされない場合には、
登録・許可権者である自治体へその旨の情報提供
（遅延報告）が行われます。

フロン類・エアバッグ類の回収等について、情報
管理センターへの移動報告が自動車メーカー等からの
回収料金等支払いの根拠となります。

自動車重量税の還付制度や永久抹消登録等制度に
おいては、個々の移動報告がなされ、解体の事実が確
認できることが手続の条件となります。

電子マニフェスト（移動報告）の受付時間は、
7:00～21:00（土日・祝日も稼動。ただし、システ
ムメンテナンス等のための特定日を除く）

② リサイクル料金等の支払いの根拠

③ 関連制度への情報提供

【留意事項】
使用済自動車等から発生する廃油・廃液等を産業
廃棄物として処理する場合には、電子マニフェストによる
移動報告だけではなく、産業廃棄物マニフェストが必要に
なります。
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1.  電子マニフェスト（移動報告）制度について

（４）パソコン等必要な機器

ハードウェア
ハードディスク容量 空き容量1.0GB以上を推奨

メモリー 128MB以上を推奨

ソフトウェア

OS マイクロソフト社ウィンドウズ98以上
（2000以上を推奨）

インターネット閲覧ソフト
（ブラウザ）

マイクロソフト社インターネットエクスプローラ5.01以上
（5.5以上を推奨）

文書閲覧ソフト アドビ社アクロバットリーダー4.0以上またはアドビリーダー

※引取・引渡実績等のダウンロードを行う場合など必要に応じ「表計算ソフト」を準備してください。

パスワードの変更（132ページをご覧ください）

自動車リサイクルシステムをご利用いただくためには、
インターネットに接続可能なパソコンが必要になり
ます。

また、必要に応じてプリンターを準備してください。

電子マニフェストシステムで操作を行うためには、
まず、自動車リサイクルシステムに事業者登録し、
登録後に送付される「システム登録完了通知書」に
記入された事業所コードとパスワードをログイン画面
で入力する必要があります。

（５）事業所コード／パスワードについて

【パソコンの利用条件】

※「システム登録完了通知書」に記入されたパスワードは
「初期パスワード」です。「初期パスワード」は変更が
可能です。
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（６）確認通知・遅延報告

確認通知
までの期間※

遅延報告
までの期間

引取業者 30日

左記＋10日
フロン類回収業者
（使用済自動車のみ） 20日

解体業者 120日

破砕業者 30日
※引渡報告日から起算して計算（土日・祝日等を含む）
※フロン類およびエアバッグ類の引渡しに関しては15日

確認通知
までの期間※

遅延報告
までの期間

引取業者

5日 左記＋３日
フロン類回収業者

解体業者

破砕業者

＜引取報告実施後に、引渡報告を行わなかった場合＞ ＜引渡報告実施後に、引取報告が行われなかった場合＞

※都道府県知事または保健所設置市長

※引取報告日から起算して計算（土日・祝日等を含む）

1.  電子マニフェスト（移動報告）制度について

詳細は77ページをご覧ください

自治体は上記の遅延報告をもとに、必要に応じ、
A社に対して適切な措置等を講ずるよう勧告・命令等
を行います。

各事業者からの「引取報告」「引渡報告」が一定
期間行われなかった場合、以下のとおり確認通知や

遅延報告が情報管理センターから行われます。

例えば、Ａ社が引取報告実施後に引渡報告を行わ
なかった場合や、Ａ社が次の事業者（引渡先Ｂ社）に
引渡報告を行ったにも係らず引渡先Ｂ社が引取
報告を行わなかった場合など、いずれの場合も、
引渡・引取報告が行われていない旨を情報管理
センターはA社に通知します。

①の「確認通知」後に、さらに一定期間経っても
報告がない場合、情報管理センターは左記Ａ社の
登録・許可権者である自治体※に対して、報告遅延の
旨とＡ社の事業者情報・車台番号等を自動的に
報告します。

① 確認通知 ② 遅延報告

③ 勧告・命令

※Ｂ社が引取報告を行わなかった場合は、まずＡ社は
自社の引渡し忘れ等がないかを確認してください。
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パソコン画面上でボタン、チェックボックス等を選択
する場合は、選択するボタン、チェックボックス等
までポインタを移動させた後にクリックします。
ボタン、チェックボックス等の具体例は以下のとおり
です。

2.  電子マニフェストシステムの基本操作

（１）電子マニフェストシステム画面に表示されるボタン類等の具体例

特に注意していただきたい事項です。赤字の
指示に従って、必要な作業を行ってください。

画面中の赤字

2.  電子マニフェストシステムの基本操作

1
2

3

4 5 6

7

8

9

10
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2.  電子マニフェストシステムの基本操作

メニューに戻る

間違ったページを開いた場合等、「メニュー
選択」画面に戻る時に使用します。

1 画面番号

画面を特定するための番号です。
2

日時表示

年/月/日 時：分：秒を表示しています。
3 ログアウト

電子マニフェストシステム上での作業を終了する
際は、必ずこのボタンをクリックしてください。

4

画面印刷

表示されている画面を印刷する時に使用します。
5 ヘルプ

画面で行う作業手順等が分からない時に使用
します。クリックすると対処方法を説明する
画面を開きます。

6

ラジオボタン

選択すべき対象の をクリックします。
7 テキストボックス

入力したいテキストボックス（入力欄）を
クリックし、日本語、数字、英語等を正しく入力
します。

8

プルダウンリスト

「 ボタン」をクリックすると選択可能な対象
がリストで一覧表示されているので、その中から
選択すべき対象をクリックします。

9 チェックボックス

選択すべき対象の をクリックします。複数の
対象を選択できます。

10

テキストボックスに「外字」は入力できません。
株式会社、有限会社などを略字で入力する際には、すべて全角文字で入力してください。

・入力できない外字例 ： ㈱ ㈲
・テキストボックスへの入力例：（株）（有）

テキストボックス入力時の注意
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入力支援機能とは、電子マニフェストシステムで
移動報告を行う画面にて、過去に入力した履歴を
利用する機能のことです。これにより同じ内容を
繰り返し入力していた手間が省けます。

（２）入力支援機能について

1

2

個別入力 入力支援機能1 2

2.  電子マニフェストシステムの基本操作

個別に入力することができます。 次画面に進むと
保存され、履歴として残ります。

個別に入力した情報を履歴として利用することが
出来ます。毎回、特定の内容を入力する場合は
こちらが便利です。
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〈基本操作〉

1

2

3

過去の入力履歴から選択 対象を選択1 2

「選択やり直し」「履歴のクリア」3

2.  電子マニフェストシステムの基本操作

ボタンを押すとプルダウンボックス内に
履歴が表示されます。（過去１０件分まで）
※初回は履歴が無いため、表示されません。

プルダウンボックス内の履歴から該当する情報を
選択します。

ボタンを押すと、一度選択して
表示された関連項目を消去することができます。

ボタンを押すと、ボックス内の
履歴情報が全て消去されます。

選択やり直し 履歴のクリア
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3.  本書の使い方

3.  本書の使い方

1 2 3

本書ではパソコン画面上での作業の流れに沿って、手
順を紹介しています。

入力作業の工程の流れを
→ → と説明しています。

各ステップにおけるパソコン画面上での実際の操作
手順を → → と説明しています。

記載された手順どおりに操作することで、各ステップ
において行うべき操作が終了する仕組みになっていま
す。

その他、本書は一般的に以下のようなページ構成に
なっています。

作業の題名 現在開いているページに記載されている内容を表す題名です。1

〈本書のイメージ〉

1

2

3

4

5

6

7 8

工程、パソコン画面上で確認すべきポイントを説明しています。確認ポイント2

ステップ1 ステップ2 ステップ3
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3.  本書の使い方

画面 実際の画面を縮小して記載しています。

パソコン画面上での操作すべきポイントを説明しています。

操作説明 パソコン画面上での操作手順を説明しています。

アイコン

文字を入力する際の、決まりや便利な機能について説明しています。

ボタンをクリックした際に小さな確認画面が表示される場合があり、
これに関して説明しています。

補足説明

(半角で入力) (全角で入力) (半角00字で入力) (全角00字以内で入力)

現在開いているページで作業している際の注意事項やエラーについて
説明しています。

（注意事項）(わからない場合の対処法）(確認事項) (トラブルの場合の対処法 )

操作ポイント

全角00字まで半角00字
半角

1
全角

１

？

3

4

6

5

7

8

ダイアログの説明
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第2章

１.  プレス・せん断処理業者の役割

破砕業者（プレス・せん断処理業者およびシュレッダー
業者）の実務概要

役割1

役割3

役割2

解体自動車（廃車ガラ）の引取りを求められた時は、
ゴミ等の異物（危険物も含む）の混入等の正当な
理由がある場合を除き、解体自動車を引き取る必要が
あります。

解体自動車に特段の作業をせずにそのまま他の破砕
業者に引き渡す場合を除き、破砕前処理基準（※）に
従って適切なプレス・せん断処理を行う必要があり
ます。

解体自動車に架装物が含まれている場合は、
「架装物判別ガイドライン」等を確認のうえ、引取り
を行ってください。

解体自動車を引き取った時は、車台番号を確認して、
電子マニフェストシステムによりすみやかに情報
管理センターに引取報告を行う必要があります。

プレス・せん断処理を行った解体自動車は、都道府県
知事または保健所設置市長の許可を受けたシュレッ
ダー業者または解体自動車全部利用者に引き渡す必要
があります。引き渡しを行った時は、電子マニフェス
トシステムにより、すみやかに情報管理センターへ引
渡報告を行ってください。

※プレス・せん断処理工程の破砕前処理基準：
解体自動車にゴミ等の異物（危険物も含む）を 混入し
ないこと

基準に従ったプレス・せん断処理
の実施

プレス・せん断処理を行った解体
自動車の引渡しと引渡報告の実施

※正当な理由がある場合、引取拒否することが可能です。

※ 解体自動車全部利用者とは、解体自動車を鉄鋼原料とし
て国内の電炉・転炉等に投入する事業者、あるいは製品
原料として輸出する事業者のことです。
解体自動車全部利用者に引き渡した場合には、上記引渡
報告に加え、引渡しの事実を証する書面を５年間保存す
る必要があります。

※解体業者でプレス機等を保有する場合は、解体業の
許可と破砕業（破砕前処理工程のみ）の許可が必要
です。

※解体業者がプレス・せん断処理までを行う時は、自社の
解体工程から自社のプレス・せん断処理工程に
引渡報告を行った後、引取報告を行う必要があります。

※架装物がリサイクル料金に含まれていない時は、そのこ
とを考慮して前・後工程の事業者と取引してくだ
さい。

解体自動車の引取りと引取報告
の実施
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２.  シュレッダー業者の役割

破砕業者の業務に関連するその他のマニュアル

役割1 : 「架装物判別ガイドライン」を
ご覧ください。

役割2役割1

２.  シュレッダー業者の役割

役割3

役割1・2・3 :「破砕工程の実務詳細マニュア
ル」をご覧ください。

解体自動車の引取りを求められた時は、ゴミ等の
異物（危険物も含む）の混入等の正当な理由がある場
合を除き、解体自動車を引き取る必要があります。

解体自動車に特段の作業をせずにそのまま他の破砕業
者に引き渡す場合を除き、再資源化基準（※）に従っ
て適切なシュレッダー処理を行う必要があります。

解体自動車に架装物が含まれている場合は、「架装物
判別ガイドライン」等を確認のうえ、引取りを行って
ください。

解体自動車を引き取った時は、電子マニフェスト
システムによりすみやかに情報管理センターに引取報
告を行う必要があります。

ASR は自動車メーカー等が指定する指定引取場所に
引取基準（性状・荷姿・引取方法）に従って
引き渡す必要があります。

ASRを指定引取場所に引き渡した時は、電子
マニフェストシステムによりすみやかに情報管理
センターに引渡報告を行う必要があります。

以上の役割を果たさなかった場合、都道府県
知事等からの勧告・命令を受けたり、破砕業の
許可を取り消される場合があります。

シュレッダーダスト（ASR）の
引渡しと引渡報告の実施

基準に従ったシュレッダー処理
の実施

解体自動車の引取りと引取報告
の実施

※正当な理由がある場合、引取拒否することが可能です。 ※シュレッダー処理工程の再資源化基準：

※架装物がリサイクル料金に含まれていない時は、そのこ
と を 考 慮 し て 前 ・ 後 工 程 の 事 業 者 と 取 引 し て
ください。

※引取基準に適合しない場合、原則として引取拒否となり
ますのでご注意ください。

• 鉄、アルミニウム等を技術的かつ経済的に可能
な範囲で分別回収すること

• 自動車由来のシュレッダーダスト（ＡＳＲ）に
異物が混入しないように解体自動車を破砕する
こと
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● 破砕業者の業務の流れ

２.  シュレッダー業者の役割



電子マニフェストシステムの具体的利用方法第3章

電子マニフェスト
システムログイン メニュー選択

メニューごとの操作

メニューごとの操作

メニューごとの操作

１.  電子マニフェストシステムの概要

本マニュアルでは、まず全ての操作に共通な
と

について説明し、その後
をメニューの順に追って

説明します。

電子マニフェストシステムログイン

メニュー選択

メニューごとの操作

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法315

電子マニフェストシステムに関するすべての操作は、
「電子マニフェストシステムログイン」より始まり、
「メニュー選択」で操作するメニューを選択した後に
「メニューごとの操作」が始まります。



第１章 第２章 第３章 第４章

電子マニフェストシステムを利用する時は、まず
自動車リサイクルシステムに登録した事業者である
ことの確認を行います。自社の事業所コードとパス
ワードを入力し、登録事業者であることが確認される
と、電子マニフェストシステムを利用した操作が可能
となります。

２.  電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

２.１ 自動車リサイクルシステム（JARS）ホームページを開く

http://www.jars.gr.jp/にアクセスしてJARSホーム
ページを開きます。

２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法316

トップページには、常に皆様への重要なご
案内を掲載しておりますので、日頃からご
確認されますようお願いいたします。

http://www.jars.gr.jp/
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２.２ 電子マニフェストシステムのログイン画面を開く ＜ステップ1～３＞

自動車リサイクルシステムホームページから以下の
手順に従って電子マニフェストシステムのログイン
画面を開きます。

２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法317

ステップ1

ポインタを 「事業者の方」をクリックします。1

〈JARSホームページ〉

1

２

ステップ2

以下の画面が表示されますので、 「04 破砕業者」
をクリックします。

2

こちらからも
入れます



第１章 第２章 第３章 第４章２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法318

ステップ3

以下の画面が表示されますので、解体工程のみにログ
インする場合には 「電子マニフェストシステム」
をクリックします。

3
破砕工程だけでなく複数の工程（引取工程・フロン類
回収工程・解体工程）を兼務していて、複数の工程に
同時にログインしたい場合は 「電子マニフェスト
システム（複数工程同時ログイン）」をクリックしま
す。これにより、他工程へ容易に移動でき、ログイン
し直す手間が省けます。

4

3 4



第１章 第２章 第３章 第４章２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで
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こちらのページにも破砕業者の皆様への重要なご
案内等を掲載しておりますので、日頃からご確認
されますようお願いいたします。
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ロ グ イ ン 画 面 が 開 い た ら 、 事 業 所 コ ー ド と
パスワードをテキストボックスに入力します。

入 力 後 、 ボ タ ン を ク リ ッ ク
すると、電子マニフェストシステムへのログインが
完了し、続いてメニュー画面が表示されます。

２.３ 電子マニフェストシステムログイン ＜ステップ1＞

自動車リサイクルシステムへの登録が完了した後に
送 付 さ れ る 「 シ ス テ ム 登 録 完 了 通 知 書 」 に 記 載
されている事業所コードとパスワードを入力し、電子
マニフェストシステムにログイン（接続）します。

ステップ1

1
2

パスワードを入力する場合、機密保持のため、入力
文字が「●●●」または「＊＊＊」で表示されます。半角

1

複数のパソコンで同時に、同じ事業所コードと
パスワードでログインすることが可能です。

複数のパソコンで同時に作業する場合

２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで
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3 ログイン

1 2

3
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２.４ 破砕業者用事業所コードとパスワードについて

破砕業者用事業所コード・初期パスワードは自動車
リサイクルシステムに登録が完了した際に送付される
「システム登録完了通知書」に明記されています。

引取工程、フロン類回収工程、解体工程、破砕工程の
うち複数の工程を兼業する場合、工程ごとに事業所
コードは異なります。

詳細については132ページをご覧ください

２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法321

※ 破砕業者用事業所コードは、取引先にお知らせいただく
必要がありますが、パスワードについては、外部に漏れ
ないように厳重に管理してください。

【 システム登録完了通知書（抜粋）】

システム登録完了通知書を受け取ったら、機密保持の
ためにもパスワードの変更をお勧めします。



第１章 第２章 第３章 第４章

「メニューごとの操作（移動報告）」が完了したら
ボタンをクリックし、電子マニ

フェストシステムからログアウト（接続終了）します。

２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

２.５ 電子マニフェストシステムのログアウト（接続終了）

移 動 報 告 が 終 了 し た 場 合 な ど 電 子 マ ニ フ ェ ス ト
システムの利用を終了する場合は、電子マニフェスト
システムからログアウト（接続終了）してください。
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1

詳細は131ページをご覧ください

ステップ1

1 ログアウト
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ステップ1

同時にログインしたい工程の 「事業所コード」
「パスワード」を入力します。

1

２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

ステップ2

一括してログインします。2

事業所コードとパスワードは、工程ごとに異なり
ます。工程ごとのシステム登録完了通知書に記載
されているそれぞれの事業所コードとパスワード
を入力してください。

複数工程同時ログイン時の
事業所コードとパスワードについて

（Ⅰ）画面

ステップ3

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～３＞
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移動したい工程をクリックします。
ログアウトは工程別、全工程一括のどちらもでき

ます。

3
4

２.６ 複数工程同時ログイン

破砕工程だけでなく複数の工程（引取工程・フロン類
回収工程・解体工程）を兼務していて、複数の工程に
同時にログインしたい場合は、自動車リサイクル
システムへの登録が完了した後に送付される工程ごと

（１）複数工程同時ログイン

の「システム登録完了通知書」に記載されている事業
所コードとパスワードをそれぞれ入力し、電子マニ
フェストシステムにログインします。

1 2 4 3

4
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〇△□自動車
123456780105

ステップ1

ログイン済の工程はボタンを押すことが可能な
状態になり、他工程メニューへ移動可能です。ログイ
ンしていない工程はボタンが押せません。

1

２．電子マニフェストシステムログイン（接続）から
ログアウト（接続終了）まで

（Ⅰ）画面

1

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞
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（２）他工程メニューへの移動
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〇△□自動車
123456780105

電子マニフェストシステムにログインすると、破砕
業者（プレス・せん断処理業者およびシュレッダー業
者）が実施する作業のメニューが表示されます。
メニュー選択画面は移動報告の作業の有無に係らず
毎日開き、確認通知の発生状況（赤字）を確認して
ください。

３. メニュー選択（電子マニフェストシステム）

３.１ メニュー選択画面

３.  メニュー選択（電子マニフェストシステム）

2

3

4

5

1
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第１章 第２章 第３章 第４章

作業を行なう場合は、メニュー選択画面の中から
該当する作業ボタンをクリックします。ボタンを
クリックすると、メニューごとの操作画面に移ります。

３.２ メニューの説明

３.  メニュー選択（電子マニフェストシステム）

自治体から交付された許可証の満了日が表示され
ます。満了日の３ヶ月前から更新の注意文等が
表示されます。

1

27ページ以降をご覧ください

情報管理センターから行われた確認通知の内容を
確認するメニューです。

3

77ページ以降をご覧ください

自社が取り扱った車台およびASRに関連する
情報を閲覧するメニューです。

4

86ページ以降をご覧ください

移動報告を取り消す場合のメニューです。

5

108ページ以降をご覧ください

解体自動車の引取・引渡報告およびASRの引渡
報告を行うメニューです。

2

30ページ以降をご覧ください

許可満了日 電子マニフェストによる移動報告

状況の表示 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

その他
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※ 確認通知が発行されると、発生した項目に「×件の
確認通知が発生しています。」と表示されます。
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＜リサイクルシステム登録更新＞

＜リサイクルシステム許可更新＞

自動車リサイクル法における、破砕業の自治体許可は
５年毎に更新が必要です。事業を継続する場合、
自治体へ許可更新申請をした後、自動車リサイクル
システムでの登録更新も必要となります。

自治体登録・許可
満了日

5年間 5年間

自治体登録・許可
満了日

自治体への登録更新申請

リサイクルシステム登録更新

自治体への登録更新申請

リサイクルシステム登録更新

自治体への
登録・許可
更新申請

４.  自治体への登録更新申請とシステム登録更新

27

【更新サイクル】

【更新申請とシステムの許可更新】

４. 自治体への登録更新申請とシステム登録更新

さらに自治体にて自動車リサイクルシステムの更新
処理を行うことにより、満了日が更新されます。

≪自治体≫

申請内容を
確認

（１）

ボタンをクリック

更新（２） ＜画面メッセージ＞
「更新処理が正常に

完了しました」

（３）

≪破砕業者≫

登録・許可満了日
更新完了

≪両方揃ったら！！≫

※ こちらは、自治体の担当者が入力します。
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ボタンをクリック

更新申請済（１）

ボタンをクリック

（２） ＜画面メッセージ＞
「更新申請済ボタンを
押下したことを確認し
ました」

（３）OK
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（1）登録更新の満了日が近づくと、電子マニフェス
トシステムのメニュー選択画面に「更新申請期
間が近づいています。」というメッセージが表
示されます。（満了日の5ヵ月前から3ヵ月前ま
で）
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更新申請済1

満了日が近づいたら、まずは所管自治体の窓口へ更新
申請をしてください。

４.１ 自治体への許可更新

４.２ システム上での登録更新

４.  自治体への許可更新申請とシステム登録更新

（２）規約･約款を確認するメッセージが表示されるので、規約･約款を最後までスクロールし、
をクリックします。

自治体での更新申請手続きが全て完了するまで待
つ必要はありません。自治体へ更新申請した段階
でクリックしてください。

クリックのタイミング

自治体へ複数工程（引取･フロン･解体･破砕）の
更新申請をした場合、システム登録も工程ごとに
更新する必要があります。

複数工程の更新

同意します２

自治体への更新申請をせず満了日を過ぎてしまうと、
許可が失効してしまいます。

さらに満了日の3ヵ月以内になると、メッセージが変
わり、更新手続きができるようになります。
更新をするには、 ボタンをクリッ
クしてください。

２

123456780105
〇△□自動車

1
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123456780105
〇△□自動車
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（３）「更新申請済みボタンを押したことを確認しま
した。」とのメッセージが表示されます。

同じ所轄内に複数事業所がある場合、一つの事業
所が ボタンをクリックすれば、全て
の事業所のシステム登録更新が完了します。

複数事業所の更新

更新申請済

４.  自治体への許可更新申請とシステム登録更新

自治体での更新が合わせて完了すると満了日が
更新されます。

（４）満了日を過ぎてしまうと、メッセージが変わり、
ステータス欄に「失効」が表示されます。
新たな車台の引取報告はできませんので、画面
の指示に従い「失効時の手続き」を確認して
ください。

なお、登録満了日前に管轄自治体に書類を提出を
提出していた場合は、「期限内に更新申請済」を
押してください。

所管自治体が異なる場合は、所管自治体ごとに
自治体許可更新申請が必要です。

123456780105
〇△□自動車

ステータスが「廃業」の場合は自治体および電子マニフェストシステムに「新規登録」を行う必要があります。
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破砕業者が行う作業と、それに関連する移動報告の
種類、移動報告の種類ごとに行う操作の全体像は以下
のとおりです。

５.  電子マニフェストによる移動報告

【電子マニフェストによる移動報告における操作画面の全体像】

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

５.１ 解体自動車の引取報告
（プレス・せん断処理業者および

シュレッダー業者）

解体自動車を引き取った時は、すみやかに「引取
報告」を行います。

34ページ参照

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

引取報告

1.1 引取報告

解体自動車を
引き取った時

５.２ シュレッダー業者への解体自動車の
引渡報告（プレス・せん断処理業者）

プレス・せん断処理業者がプレス・せん断処理を行っ
た解体自動車をシュレッダー業者に引き渡した時は、
すみやかに「引渡報告」を行います。

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

引渡先事業者の入力

1.2 引渡報告

37ページ
参照

解体自動車を
引き渡した時 対象車台の選択

情報管理センター
への報告

34ページ以降で移動報告の種類ごとに詳細な操作の
方法を説明します。
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※ 同一事業所内であっても、使用済自動車の解体から
プ レ ス ・ せ ん 断 処 理 ま で 行 っ た 場 合 は 、 解 体 業 者
（自社）から破砕業者（自社）への「引渡報告」を行い、
破砕業者（自社）での「引取報告」を行うことが必要
です。
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５.３ 解体自動車全部利用者への解体自動車の引渡報告（プレス・せん断処理業者）

シュレッダー業者以外の解体自動車の引渡先としては、
解 体 自 動 車 全 部 利 用 者 が 想 定 さ れ ま す 。 解 体
自動車全部利用者には以下のように認定・非認定の
２種類があります。

※ 解体自動車全部利用者に解体自動車を引き渡した時は、引渡証明書を5年間保管する必要があります。

（１）認定解体自動車全部利用者への解体自動車の引渡報告

プレス・せん断処理業者が自動車メーカー等との
契約に基づき解体自動車を認定解体自動車全部利用者
（以下、認定全部利用者）に引き渡した時は、「引渡
報告」を行います。
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※ 認定全部利用者への解体自動車の引渡しは、自動車
メーカー等との契約に基づいて行うため、契約をしてい
ない場合は、この移動報告を行うことができません。

認定全部利用者への解体自動車の引渡報告は次の1)
2)と2段階で行います。

１）引渡証明書（検収伝票と荷姿詳細情報）の
作成

解体自動車（廃車ガラ）を搬出する時に、電子マニ
フェストシステムの画面上で搬出するトラック単位で
荷姿を確定し、これを印刷してトラックの運転手に渡
してください。

解体自動車を搬出した時点では、「引渡報告」を行わ
ないようにしてください。

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

引渡先事業者
の入力

1.4 引渡報告

46ページ
参照

荷姿確定のうえ、
荷姿詳細情報を

印刷します

対象車台の選択

荷姿詳細情報
の呼出

荷姿詳細情報
の印刷

２）引渡証明書を回収した荷姿の引渡報告

解体自動車（廃車ガラ）を搬出した後、電炉・転炉等
よ り 必 要 事 項 が 記 載 さ れ た 検 収 伝 票 と 荷 姿 詳 細
情報を引渡証明書として回収した後、情報管理セン
ターへの「引渡報告」を行います。
回収した引渡証明書は５年間保管します。

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

情報管理センター
への報告

1.5 確定済荷姿

57ページ参照

検収伝票と
荷姿詳細情報を

回収した後
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（２）非認定解体自動車全部利用者への解体自動車の引渡報告（プレス・せん断処理業者）

解体自動車を非認定解体自動車全部利用者（以下、
非認定全部利用者）に引き渡した時も、電子マニフェ
ストシステムの画面を印刷したうえで「引渡報告」を
行います。

電子マニフェスト
システムログイン

引渡先事業者の
入力

解体自動車を
引き渡した時

メニューの選択

1.6 引渡報告

対象車台の選択

情報管理センター
への報告

60ページ参照
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印刷した電子マニフェストシステムの画面はトラック
運転手に渡し、最終的に引渡証明書として回収し５年
間保管します。
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５.４ ASR（シュレッダーダスト）の引渡報告（シュレッダー業者）

ASR（シュレッダーダスト）を自動車メーカー等
（ チ ー ム ） の 指 定 引 取 場 所 へ 引 き 渡 し た 時 は 、
すみやかに「引渡報告」を行います。
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ASRを搬出する時に、電子マニフェストシステムの
画 面 を 印 刷 し 、 ト ラ ッ ク 運 転 手 に 渡 し た 後 、
すみやかに「引渡報告」を行ってください。

電子マニフェスト
システムログイン

指定引取場所の
入力

ASRを
引き渡した時

メニューの選択

1.8 引渡報告

対象車台の選択

情報管理センター
への報告

68ページ参照
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５.１ 解体自動車の引取報告
（プレス・せん断処理業者およびシュレッダー業者）

プレス・せん断処理業者およびシュレッダー業者が
解体自動車を引き取った時は、すみやかに引取報告を
行います。

（Ⅰ）画面

（１）引取報告

解 体 業 者 お よ び 他 の 破 砕 業 者 か ら 解 体 自 動 車 を
引き取った時は、引き取った解体自動車の車台番号
（リサイクル券（Ａ券）等を活用した確認が可能）を
確認のうえ、引取報告を行ってください。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で １ . １ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告
（JPRS4100）」画面が表示されます。

引取報告

「２.引取対象車台の一覧」から、引取報告を
行う車台を選択し情報管理センターへの引取報告
を行います。

1

2

操作ポイント
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.引取対象車台の一覧」に表示された内容と、引き
取った車台を確認したうえで「引取報告」を行う車台を
選択し、 「引取報告対象選択」欄をチェックします。
チェックした車台のASR基準重量の合計値が、合計欄に
表示されます。

ステップ1

1

ボタンをクリックすると、

ステップ2

2 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いがなけ
れば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を選択すると「引取報告の完了（JPRS
0000）」画面（P22参照）が表示され、「解体自動
車の引取報告」が完了します。

ステップ3

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。
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1

2
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（Ⅲ）その他

下記のケース等引き取った解体自動車と「２.引取
対象車台の一覧」の情報が異なっている場合等は、
すみやかに前工程の業者にその旨を連絡し、必要に
応じて移動報告の修正を行ってもらいましょう。

引き取った解体自動車が、「２.引取対象車台の一覧」
に 表 示 さ れ て い な い 場 合 は 、 前 工 程 の 業 者 が
「引渡報告」を行っていない可能性がありますので、
確認してください。
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例）引き取った解体自動車の車台番号と、「２.引取対象車
台の一覧」に表示された同じ型式車両の車台番号が違う。

【引き取った解体自動車の情報がない】【引き取った解体自動車の情報が違う】
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５.２ シュレッダー業者への解体自動車の引渡報告
（プレス・せん断処理業者）

再資源化基準に従ってプレス・せん断処理（破砕前
処理）を行い、シュレッダー業者（他の破砕業者）に
引 き 渡 し た 時 は 、 す み や か に シ ュ レ ッ ダ ー 業 者
（他の破砕業者）への引渡報告を行います。

（Ⅰ）画面

（１）引渡先事業者の入力

解 体 自 動 車 を 引 き 渡 し た シ ュ レ ッ ダ ー 業 者
（他の破砕業者）を入力します。

確認ポイント

メニュー選択画面で1.2 ボタンをクリッ
クすると、「引渡先事業者の入力（JPRS4241）」
画面が表示されます。

引渡報告 操作ポイント

引渡先シュレッダー業者（他の破砕業者）の確認。

1 2 3

引渡先のシュレッダー業者（他の破砕業者）の
「事業所コード」が必要になりますので、事前に
先方に確認したうえでこれを入力します。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.破砕業者の指定」の 「事業所コード」欄に
引渡先破砕業者の事業所コードを入力します。

ステップ1

1 ボタンをクリックし、引渡先の
シュレッダー業者（他の破砕業者）の事業所情報を
確認したうえで、 ボタンをクリッ
クします。

ステップ2

2 事業者情報表示

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「対象車台の選択（JPRS4242）」画面が表示され
ます。

ステップ3

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

3 対象車台選択へ

⇒ ボタンをクリックすると、
「破砕業者」の事業所情報が表示されます。
表示された内容（事業者／事業所名、郵便番号、
所在地、電話番号）を確認してください。

2 事業者情報表示

3 対象車台選択へ

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法338

（Ⅲ）その他

「2.破砕業者の指定」に表示された情報が異なって
いた場合は、入力した「事業所コード」を間違えて
いる可能性があります。

ステップ1
1

【引き渡した破砕業者の情報が違う】

「事業所コード」欄に正しいコード番号を入力し、
以降の操作を再度行ってください。

半角数字12桁

1 2 3
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（Ⅰ）画面

（２）対象車台の選択

シュレッダー業者（他の破砕業者）に引き渡した
解体自動車の引渡報告を行う車台を選択・確定します。

確認ポイント

「対象車台の選択（JPRS4242）」画面が表示され
ますので、「２.破砕業者情報」に表示された内容に
ついて確認します。

操作ポイント

• 解体自動車の運搬方法の確認（「自社運搬、
または引渡先運搬」か、「運搬委託」か）。

• 引き渡した解体自動車の車台番号の確認。

1 2

3

※

5

解体自動車の運搬方法と、シュレッダー業者
（他の破砕業者）に引き渡した車台を選択・確定
します。
※ 運搬を他社に委託した場合は、廃棄物処理法上の

「収集運搬許可番号、運搬事業者名」の入力が必須
となりますので、事前に確認しておきましょう。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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4
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「３.運搬事業者情報」で、解体自動車をシュレッダー
業者（他の破砕業者）に引き渡した運搬方法を指定
します。

ステップ1

• 自社、または引渡先事業者が運搬した場合は、
をクリックして

ください。

• 自社、または引渡先事業者以外の運搬業者に運搬を
委託した場合は、 をクリックして
ください。

1 自社運搬、又は引渡先運搬

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

2 運搬委託

⇒ を指定した場合、「廃棄
物 処理法上の収集運搬許可番号」（半角数
字10～11文字）と「運搬事業者名」（全
角）を、それぞれ入力してください。（入力
必須）

2 運搬委託

※

※
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※ 自社と引渡先事業所を管轄する自治体が異なる場合、
運搬業者は双方の自治体の収集運搬許可を有することが
必要です。この場合、電子マニフェストシステムには
自社が所在する自治体の収集運搬許可番号を入力して
ください。

1 2
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ボタンをクリックすると、
「情報管理センターへの報告（JPRS4243）」画
面が表示されます。

ステップ3

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

（Ⅲ）その他

5 引渡先確定

ボタンをクリックせずに操作
の途中で ボタンをクリックした
場合は、入力内容は保存されません。

5 引渡先確定
メニューに戻る

５. 電子マニフェストシステムによる移動報告

「４.引取報告済車台の一覧」に、引取報告を行った
車台が一覧表示されています。
そ の 中 か ら 、 引 渡 報 告 を 行 う 車 台 を 選 択 し 、

「引渡報告対象選択」欄にチェックします。

ステップ2

3

3

5
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4

⇒ を指定した
場合、一覧の表示車台を一括で選択、または
解除することができます。

4 全て選択 全て解択
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（Ⅰ）画面

（３）情報管理センターへの報告

解体自動車をシュレッダー業者（他の破砕業者）に
引き渡した時は、すみやかに情報管理センターに報告
します。

確認ポイント

「情報管理センターへの報告（JPRS4243）」
画面が表示されます。

操作ポイント

引渡報告を行う車台が間違いないことを再度確認
し、情報管理センターへ報告します。

解体自動車の車台番号の再確認。

1

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

「２.引渡先確定済車台の一覧」で、引渡先事業者／
事業所名と、引き渡した車台の車台番号、型式、車名
を再度確認します。

ステップ1

ボタンをクリックすると、

ステップ３

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、解体自動車の「引渡報
告」が完了します。

ステップ４

２ センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

OK

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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２

※ の 操 作 を 終 え た 状 態 で 、 画 面 右 上 の
ボタンをクリックすると、表示

された画面が印刷されます。

ステップ2

指 定 引 取 場 所 に 引 き 渡 す 荷 姿 を 確 定 し た 後 、
「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告 」 画 面 を 印 刷 し 、
ASR搬出時にトラック運転手に渡してください。

ステップ1

１

１ 画面印刷P
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（Ⅲ）その他

「２.引渡先確定済車台の一覧」で引渡先事業者／
事業所名と、引き渡した車台番号、型式、車名を
再度確認した際に間違いがあった場合には、情報管理
センターへの報告を行わず、以下の操作を行って
ください。

【確定取消】

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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確定取消

OK
キャンセル

OK

作業を一時的に止めたい場合は
ボタンをクリックします。これで引渡先確定を
行った車台の情報は保存され、メニュー選択画面
に戻ります。

ア）引き渡す車台を追加する場合は、
１.２ ボタンを選択してください。

イ）後になって情報管理センターへの報告を
行おうとする場合は、
１.３ ボタンを選択すると、
この画面が表示されます。
これまでに引渡先確定を行った車台の引渡
報告を行ってください。

作業を一時的に止めたい
メニューに戻る

引渡報告

確定済車台

A. 間違いのあった車台を選択し、「確定取消」欄
にチェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定
取消」をする場合は を、もう一度確認
する場合は を選択します。

C. を 選 択 す る と、 取 り消 さ れ た 車台 は
「２.引渡先確定済車台の一覧」より削除されます。



第１章 第２章 第３章 第４章

５.３ 解体自動車全部利用者への解体自動車の引渡報告
（プレス・せん断処理業者）

（１）認定解体自動車全部利用者への解体自動車の引渡報告

再資源化基準に従って、プレス・せん断処理した解体
自動車を、自動車メーカー等（チーム）との委託契約
に基づき、国内の電炉・転炉等（認定解体自動車全部
利用者（以下、認定全部利用者））に引き渡す際は、
以下の手順で業務を行います。通常の引渡報告とは
異なりますので、ご注意ください。

１） 引渡証明書（検収伝票と荷姿詳細情報）の作成

２） 引渡証明書を回収した荷姿の引渡報告

※ 認 定 全 部 利 用 者 へ の 解 体 自 動 車 の 引 渡 し は 、
自動車メーカー等との委託契約に基づいて行うため、
契約をしていない場合はこの移動報告を行うことは
できません。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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① 電子マニフェストの画面上で、引き渡す車台を
搬出するトラック単位で「荷姿」を作成し、確定。

③ 自動車メーカー等（チーム）が指定する検収伝票
に必要事項を記入。

② 電 子 マ ニ フ ェ ス ト シ ス テ ム で 荷 姿 詳 細 情 報
（引き渡す車台の車台番号一覧）を印刷。

④ 検収伝票と印刷した荷姿詳細情報をトラックの運
転手に持たせて搬出。

① 電炉・転炉等より検収伝票と荷姿詳細情報を回収
し、記入（受領印等）を確認。

② 問題がな ければ 電子マ ニフェスト システ ムに
ログインし、情報管理センターへの引渡報告を
実施。
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１）引渡証明書（検収伝票と荷姿詳細情報）の作成

解体自動車を、自動車メーカー等（チーム）と契約し
た電炉・転炉等（認定全部利用者）に引き渡す時に、
引渡先の認定全部利用者を指定します。

（Ⅰ）画面

① 引渡先事業者の入力

確認ポイント

委託を受けている委託引取会社（自動車メーカー
等（チーム））、電炉等の確認。

メニュー選択画面で１.４ ボタンをクリッ
クすると、「引渡先事業者の入力（JPRS4281）」
画面が表示されます。

引渡報告 操作ポイント

自社が委託を受けている「委託引取会社等」を選
択し、「委託引取会社等」との契約関係にある引
渡先の「電炉等」を指定します。

1
2

3

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.メーカーと契約した電炉等の指定」の 「委託
引取会社等」欄に「 ボタン」をクリックしてリス
トから契約関係にある「自動車メーカー等（チー
ム）」の「 ボタン」をクリックしてリストより
選択します。

ステップ1 ステップ2

ボタンをクリックすると、
「対象車台の選択（JPRS4282）」画面が表示され
ます。

ステップ3

1 「電炉等名」欄に「 ボタン」をクリックして
リストから引渡先電炉・転炉名を選択します。
2

⇒ 「電炉等名」を選択すると、契約関係にある
引渡先の事業所情報が表示されます。表示され
た内容（所在地、所属メーカー名）を確認して
ください。

2

3 対象車台選択へ

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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（Ⅲ）その他

「２.メーカーと契約した電炉等の指定」の「委託引取
会社等」には、全部再資源化に関する委託契約を
締結した自動車メーカー等（チーム）の名称が表示
されます。

【委託引取会社等と電炉等名について】

「電炉等名」は、「委託引取会社等」との契約関係に
基づいて表示されます。

1
2

3



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

② 対象車台の選択

電炉・転炉等（認定全部利用者）に引き渡す解体
自動車を搬出するトラック単位で荷姿を作成し、
トラックに積載した車台を選択・確定します。

確認ポイント

「対象車台の選択（JPRS4282）」画面が表示され
ますので、「２.メーカーと契約した電炉等情報」に
ついて確認します。

操作ポイント

• 解体自動車を搬出するトラックの登録番号
（ナンバープレートの番号）の確認。

• 搬出するトラックに積載した解体自動車の
車台番号の確認。

• 解体自動車を搬出するトラックの登録番号を
入力します。

• トラックに積載した車台を選択・確定します。

1

2

4

※

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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3



第１章 第２章 第３章 第４章５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「トラック登録番号」欄に、解体自動車を搬出する
トラックの「トラック登録番号（ナンバープレートの
番号）」をすべて全角で入力します。

入力例）品川 １１ お ９９９９

ステップ1 ステップ2

1 「４.引取報告済車台の一覧」に、すでに自らが引取
報告を行った車台が一覧表示されています。
その中から、トラックに積載した車台を選択し、

「引渡報告対象選択」欄にチェックします。2

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法349

1

2

3

⇒ を指定した
場合、一覧の表示車台を一括で選択、または
解除することができます。

※荷姿変更ボタンを選択してJPRS4282
画面に遷移した場合、

は表示されません。

3

品川 11 お 9999

全て選択 全て解択

3 全て選択
全て解択
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※

ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの報告（JPRS4283）」画面が表示
されます。

ステップ3

４ 引渡先確定

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

（Ⅲ）その他

「５.備考情報」はメモ機能です。
「備考（当該工程用）」は、自社でのみ閲覧可能

な情報を入力し、保存できます。

ボタンをクリックせずに操作
の途中で ボタンをクリックした
場合は、入力内容は保存されません。

4 引渡先確定
メニューに戻る

※
全角／半角200字まで

4
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（Ⅰ）画面

③ 荷姿詳細情報の呼出

この画面から荷姿詳細情報（引き渡す車台の車台番号
一覧）を印刷するための画面に遷移します。

確認ポイント

「情報管理センターへの報告（JPRS4283）」画面
が表示されます。

操作ポイント

トラック登録番号の確認。

• 「荷姿詳細情報」を印刷する荷姿（トラック
単位）を選択します。

• この時点では「センターに報告」を行わない。

1

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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※ この画面は解体自動車を認定全部利用者に引き渡した
ことを情報管理センターへ報告する画面と同じ画面です
が、この時点では、解体自動車を認定全部利用者に
「引き渡してない状態」であるため、情報管理センター
への引渡報告は行わないでください。
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～２＞

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」で引渡先事業者／事業
所名と、委託引取会社等、荷姿ID、トラック登録番号、
トラックに積載された車台数を再度確認します。

ステップ1 ステップ2

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」の中から、引き渡しを
行う「トラック登録番号」の ボタンを
クリックすると、「荷姿詳細情報（認定全部利用）
（JPRS0900）」画面が表示されます。

1 詳細

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法352

1
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この時点では、 ボタンはクリッ
クしないでください。

センターへ報告

（Ⅲ）その他

【荷姿内容変更】

作成した荷姿の内容を変更したい場合、以下の操作を
行ってください。

変更

変更

【確定取消】

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」で引渡先事業者／事業
所名と、引き渡した荷姿ID、トラック登録番号、
紐付車台数を再度確認した際に間違いがあった場合に
は、情報管理センターへの報告を行わず、以下の
操作を行ってください。

確定取消

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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というメッセージが表示されますので、「確定取消」
をする場合は を、もう一度確認する場合は

を選択します。

を 選 択 す る と 、 対 象 と な る 荷 姿 は
「２.引渡先確定済荷姿の一覧」より削除されます。

OK
キャンセル

OK

A. 荷姿内容を変更する荷姿を選択し、「荷姿内容
変更」欄の ボタンをクリックします。

B. ボタンをクリックすると、「対象車台の
選択（JPRS4282）」画面が表示されますので、
トラックに積載した車台の追加および削除を行う
「引渡報告対象選択」欄をチェックして荷姿内容を
変更してください。

A. 間違いのあった荷姿を選択し、「確定取消」欄
にチェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、
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（Ⅰ）画面

④ 荷姿詳細情報の印刷

トラックに積載した解体自動車の情報として荷姿詳細
情報を印刷します。

印刷した荷姿詳細情報と自動車メーカー等（チーム）
が指定する検収伝票に必要事項を記入したうえで
トラックの運転手に渡し、解体自動車と共に認定全部
利用者に引き渡します。

「荷姿詳細情報（JPRS0900）」画面が表示され
ます。

操作ポイント

• 印刷する荷姿詳細情報の内容と、自動車メー
カー等（チーム）が指定する検収伝票の確認。

• 印刷した荷姿詳細情報と自動車メーカー等
（チーム）が指定する検収伝票をトラックの
運転手に持たせ、解体自動車と共に認定全部
利用者に引き渡す。

「備考情報」を保存したうえで、画面を印刷
します。

確認ポイント

4

3

1
※

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

2
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第１章 第２章 第３章 第４章５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

「２.荷姿情報」で、荷姿ＩＤ、トラック登録番号、
紐付車台数、紐付状況を再度確認します。

ステップ1 ステップ2

必要に応じて ボタンをクリック
して、画面を保存します。

1 備考情報保存

ボタンをクリックして、画面印刷
します。

ステップ3

2 画面印刷P
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※ 画面印刷は、インターネットエクスプローラ（ブラウ
ザ）の設定によって印刷範囲が異なります。

1

2
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ボタンをクリックすると、
「情報管理センターへの報告（JPRS4283）」 画面
（P57参照）が表示されますので、「荷姿詳細情報」
を印刷する「トラック登録 番号」の ボタンを
クリックして、同じ操作を繰り返します。

ボタンをクリックすると、
「情報管理センターへの報告（JPRS4283）」画面
（P57 参 照） が 表 示 さ れ ます の で 、その う え で

ボタンをクリックしてください。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

ステップ4

印刷が確認できたら、業務の内容によって以下の操作
を行います。

メニューに戻る詳細

（Ⅲ）その他

「４.備考情報」はメモ機能です。
「備考（当該工程用）」は、自社でのみ閲覧可能な

情報を入力し、保存できます。
※

全角／半角200字まで

4

3

※
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3

4 前画面に戻る 4 前画面に戻る

ログアウト

A.電子マニフェストシステムを終了する

ボタンをクリックしてください。

B.引き続き、別の「荷姿詳細情報」を印刷する C.破砕工程の他の引渡報告等を行う



第１章 第２章 第３章 第４章

２）引渡証明書を回収した荷姿の引渡報告

認定全部利用者より検収伝票と荷姿詳細情報を回収
したら、すみやかに情報管理センターに報告します。

（Ⅰ）画面

① 情報管理センターへの報告

確認ポイント

認定全部利用者より回収した検収伝票の受領印等
の存在と荷姿詳細情報のトラック番号、トラック
に積載された車台の車台番号を確認。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で １ . ５ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告
（JPRS4283）」画面が表示されます。

確定済荷姿

操作ポイント

• メニュー画面「１.５確定済荷姿」より、操作
を開始します。

• 認定全部利用者に引き渡した荷姿（トラック
単位）を選択し、情報管理センターへ報告
します。

1

2

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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※ 回収した検収伝票と荷姿詳細情報は、引渡証明証として
５年間保管してください。

※ 自動車メーカー等（チーム）として委託した車台の確認
が必要ですので、車台番号一覧（印刷した荷姿詳細情
報）と検収伝票のコピーを委託契約した自動車メーカー
等（チーム）に郵送してください。
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」に、引き渡した荷姿
（トラック単位）が一覧表示されています。
その中から、情報管理センターへ報告を行う荷姿を
選択し、 「引渡報告対象選択」をチェックします。

ステップ1

ボタンをクリックすると、

ステップ2

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、認定全部利用者への
「引渡報告」が完了します。

ステップ3

2 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

OK

1

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

1

2
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（Ⅲ）その他

すでに荷姿（トラック単位）に積載した解体自動
車は確定済であり、これを基に荷姿詳細情報を
印刷しているので、この時点で「荷姿内容変更」
の操作は行えません。トラックに積載した解体
自動車に間違いがあった場合等荷姿内容変更を
行う場合は、その旨を認定全部利用者に連絡・相
談のうえ、すみやかに電子マニフェストシステム
を操作し、再度荷姿詳細情報を印刷のうえ、検収
伝票と共に認定全部利用者に引き渡してください。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告
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① 引き渡す解体自動車の台数を確認し、電子マニ
フェストシステムの画面上で引き渡す車台を確定。

② 引渡証明 書（引 き渡す 解体自動車 の車台 番号
一覧）の作成。

③ 情報管理センターへ引渡報告を行う。

④ 作成した引渡証明書をトラックの運転手に持たせ
て搬出。

⑤ 引渡証明書を回収し、非認定全部利用者のサイン
または受領印等を確認して５年間保管。

※ 電子マニフェストシステムの画面を印刷して利用
すると便利です。

（２）非認定解体自動車全部利用者への解体自動車の引渡報告（プレス・せん断処理業者）

再資源化基準に従ってプレス・せん断処理した解体
自動車を、独自のルートで電炉・転炉等や製品原材料
として輸出する業者（非認定解体自動車全部利用者
（以下、非認定全部利用者））に引き渡す際は、
右記の手順で業務を行います。通常の引渡報告とは
異なりますので、注意してください。

１）引渡先事業者の入力

解体自動車を、電炉・転炉等や廃車ガラ輸出業者
（非認定全部利用者）に引き渡す時に、引渡先の
非認定全部利用者を入力します。 引渡先の非認定全部利用者の確認。

確認ポイント

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法360



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～2＞

ステップ1 ステップ2

ボタンをクリックすると、「対象
車台の選択（JPRS4292）」画面が表示されます。

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

2 対象車台選択へ

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法361

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で１.６ ボタンをクリッ
クすると、「引渡先事業者の入力（JPRS4291）」
画面が表示されます。

引渡報告 操作ポイント

引渡先の非認定全部利用者の事業者・事業所の
氏名・住所を入力します。

1 2

※1
※2

※3
※4

「２.電炉等・廃車ガラ輸出業者の指定」のすべての
項目に正しく入力してください。

「事業者氏名・名称」を入力します。

「事業者住所・所在地」を入力します。

「事業所名称」を入力します。

「所在地」を入力します。

※1

※2

※3

※4

全角60字まで

全角90字まで

全角60字まで

全角90字まで

1
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（Ⅰ）画面

２）対象車台の選択

電炉等・廃車ガラ輸出業者等（非認定全部利用者）に
引き渡す車台を選択・確定します。

「対象車台の選択（JPRS4292）」画面が表示され
ます。

操作ポイント

• 引渡先の非認定全部利用者の情報、引渡先
種別の確認。

• 引き渡す解体自動車の車台番号の確認。

引渡先の非認定全部利用者の「引渡先種別」と、
非認定全部利用者に引き渡す車台を選択・確定
します。

3

確認ポイント

2

6

5

1

※ 電炉処理・転炉処理等か、解体自動車（廃車
ガラ）の輸出かを確認します。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法362

４



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

「２.電炉等・廃車ガラ輸出事業者情報」の「引渡先
種別」欄で、非認定全部利用者の種別指定します。

ステップ1

• 引渡先の非認定全部利用者が電炉・転炉等の場合は、
をクリックしてくだ

さい。

• 引渡先の非認定全部利用者が廃車ガラ輸出業者の
場 合 は 、 を
クリックしてください。

電炉処理・転炉処理等1

解体自動車（廃車ガラ）の輸出2

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法363

ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの報告（JPRS4293）」画面が表示
されます。

ステップ3

6 引渡先確定

⇒ 電子マニフェストシ ステムを利用して
「車台番号一覧」を印刷する場合は、

の操作を終えた状態で、画面右上
の ボ タ ン を ク リ ッ ク
すると、表示された画面が印刷されます。

5

電子マニフェストシステムを利用して
「車台番号一覧」を印刷する

ステップ2

※ 「引渡証明書について」をご覧ください。

画面印刷P

ステップ2

「３.引取報告済車台の一覧」に、すでに自らが引取
報告を行った車台が一覧表示されています。
その中から、非認定全部利用者に引き渡す車台を選択
し、 「引渡報告対象選択」欄にチェックします。3

3

2

6

5

1

４

⇒ を指定した
場合、一覧の表示車台を一括で選択、または
解除することができます。

4

3

全て選択 全て解択
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OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

（Ⅲ）その他

引渡証明書は、記載する内容が主務省令で定められ、
非認定全部利用者に解体自動車を引き渡した事実
（いつ、誰が、誰にどの車台（車台番号）を引き
渡したか）を証する書面として作成します。

引渡証明書（引き渡す解体自動車の車台番号一覧）が
完 成 し た ら 、 す み や か に 、 解 体 自 動 車 と 共 に
非認定全部利用者に引き渡します。

引渡証明書に非認定全部利用者のサインや受領印等を
もらったものを回収します。

非認定全部利用者に解体自動車を引き渡した時は
その事実を証する書面として引渡証明書を５年間
保管しなければなりません。

ボタンをクリックせずに操作の
途中で ボタンをクリックした
場合は、入力内容は保存されません。

6 引渡先確定

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

メニューに戻る

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法364

【引渡証明書について】

※ 車台番号一覧を手書きすることは大変ですから、電子
マニフェストシステムの対象車台の選択画面を印刷する
方法をお勧めします。

6



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

３）情報管理センターへの報告

解体自動車を非認定全部利用者に引き渡した時は、
すみやかに情報管理センターに報告します。

「情報管理センターへの報告（JPRS4293）」画面
が表示されます。

操作ポイント

引き渡した解体自動車の車台番号の確認。

引 渡 報 告 を 行 う 車 台 が 間 違 い な い こ と を 、
再度確認してください。

確認ポイント

1

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法365

「２.引渡先確定済車台の一覧」で引取報告日、引渡先
事業者／事業所名、車台番号、型式、車名を再度確認
します。

ステップ1

ボタンをクリックすると、

ステップ2

1 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞



第１章 第２章 第３章 第４章５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

を選択すると

ステップ3

OK

が表示され、非認定全部利用者への｢引渡報告｣が完了
します｡

解体自動車の輸出を行う際に必要な画面を印刷する
場合は、 ボタンをクリック
します｡

ステップ4

2 移動報告結果一覧

⇒ ｢自社取扱車台の確認（JMES4120）｣画面が
表示されます｡

印刷方法については147ページをご覧ください

2

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法366



第１章 第２章 第３章 第４章５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

（Ⅲ）その他

入力間違い等があった場合、情報管理センターへの
報告を行わず、以下の操作を行ってください。

【確定取消】

引渡証明書は、必ず非認定全部利用者から回収し、
以下の点に注意してください。

OK
キャンセル

作業を一時的に止めたい場合は
ボタンをクリックします。

これで引渡先確定を行った車台の情報は保存され、
メニュー選択画面に戻ります。

ア）引き渡す車台を追加する場合は、
１.6 ボタンを選択してください。

イ）後になって情報管理センターへの報告を
行おうとする場合は、

１.7 ボタンを選択すると、
この画面が表示されます。
これまでに引渡先確定を行った車台の引渡
報告を行ってください。

作業を一時的に止めたい

メニューに戻る

引渡報告

確定取消

OK

• 引取証明書は、非認定全部利用者のサインまたは
受領印を押印のうえ、回収してください。

• 非認定全部利用者に解体自動車を引き渡した場合、
引渡証明書を解体自動車の引渡日より5年間保管
することが法律上義務付けられています。

確定済車台

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法367

【引渡証明書の回収について】

A. 対象と なる 車台 を選 択 し、「 確定 取消 」欄 に
チェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

と い う メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ ま す の で 、
「 確 定 取 消 」 を す る 場 合 は を 、

再確認する場合は を選択します。

C. を 選 択 す る と 、 対 象 と な る 車 台 は
「2.引渡先確定済車台 の一覧」より削除され
ます。「確定取消」を 行った車台は、「対象
車台の選択 (JPRS4292)」画面(P62参照)の
「3.引取報告済車台の一覧」に表示されます。
再度操作を行ってください。



第１章 第２章 第３章 第４章

５.４ ASRの引渡報告（シュレッダー業者）

ASR（自動車由来のシュレッダーダスト）を自動車
メーカー等（チーム）が指定する指定引取場所に引き
渡した時は、すみやかにASRの引渡報告を行います。

（Ⅰ）画面

（１）指定引取場所の入力

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

ASRを引き渡す指定引取場所を指定します。

確認ポイント

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で １ . ８ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 引 渡 先 事 業 者 の 入 力
（JPRS4271）」画面が表示されます。

引渡報告

自 動 車 メ ー カ ー 等 が 指 定 す る ASR指 定 引 取
場所の確認。
破砕業者のASR処理状況の確認

1

2

ASRを引き渡す「委託引取会社等（自動車メー
カー等（チーム））」を選択し、引渡先の「指定
引取場所」を指定します。

操作ポイント

3

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法368

4 5



第１章 第２章 第３章 第４章

「２. ASR指定引取場所の指定」の 「委託引取会社
等」欄の「 ボタン」をクリックしてリストの中か
らASRを引き渡す自動車メーカー等（チーム）を選択
します。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～６＞

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

ステップ1 ステップ2

1 「事業者／事業所名」欄の「 ボタン」をクリッ
クしてリストの中からASRを引き渡す指定引取場所を
選択します。

2

⇒ 「委託引取会社等」を選択すると、「所属
メーカー名」欄に選択したチームに所属する
自動車メーカー名等が表示されますので確認
してください。

1
⇒ 「事業者／事業所名」を選択すると、指定引

取場所の事業所情報が表示されますので、表示
された内容（事業所コード、所在地等）を確認
してください。

2

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法369-1

ボ タ ン を ク リ ッ ク す る と 、
「対象車台の選択（JPRS4272）」画面が表示され
ます。

ステップ3

3 対象車台選択へ

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

「２. ASR指定引取場所」の「委託引取会社等」には、
自動車メーカー等のASRリサイクルに関する「チー
ム」の名称が表示されます。

「事業者／事業所名」には指定引取場所が表示されま
すが、これは「委託引取会社等（自動車メーカー等
（チーム））」との契約関係に基づいて表示されます。

【委託引取会社等と事業者／事業所名（ASR指定引取場所）について】

（Ⅲ）その他

1

2

3



第１章 第２章 第３章 第４章５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法369-2

「3. ASRの処理状況」に 「当月の情報」と
してASRの総重量、当日の処理状況、当月の処理
状況が一覧で表示されますのでこれを確認します。

ステップ4

4

4

【「ASR処理状況 当月の情報」を確認する】



第１章 第２章 第３章 第４章５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法369-3

「過去実績照会」を選択した後、 「年月」
または 「年月」と 「日」を組み合わせて
指定します。

ステップ6

5

⇒ 「表示」をクリックすると、指定した年月
または、年月日の実績が表示されます。
8

5

6 7 8

76
6

ステップ5

「3. ASRの処理状況」で 「過去実績照会」を
選択します。

5

⇒ 「過去実績照会」を選択すると、
「引渡先事業者の入力（JPRS4271）」
画面に年月日指定の項目が表示されます。

5

【「ASR処理状況 過去実績照会」を行う 】



第１章 第２章 第３章 第４章

（２）対象車台の選択

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

ASRを指定引取場所に運搬するトラックを指定し、引
取 報 告 済 車 台 の 一 覧 か ら 、ト ラ ッ ク に 積 載 し た
ASRが発生した車台を選択・確定し、「荷姿」を
作成します。

操作ポイント

• ASRを積載したトラックの登録番号を入力
します。

• トラックに積載したASRの実重量を入力した
うえで、そのASR実重量に相当する車台数を
選択・確定します。

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法370

• ASRの運搬方法の確認（「自社運搬、または
引渡先運搬」か、「運搬委託」か）。

• ASR を 運 搬 す る ト ラ ッ ク の 登 録 番 号
（ナンバープレートの番号）の確認。

• ト ラ ッ ク に 積 載 し た ASR の 実 重 量
（引渡時ASR実重量）と、紐付状況（電子
マニフェスト画面上での紐付重量の合計）の
確認。

確認ポイント

（Ⅰ）画面

「対象車台の選択（JPRS4272）」画面が表示され
ますので、「２. ASR指定引取場所情報」について
確認します。

1

2

3

4 5

6 7

8

※

9



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～５＞

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

「３.運搬事業者情報」でASRを指定引取場所に
引き渡した運搬方法を指定します。

ステップ1

自社運搬、又は引渡先運搬1
⇒ を指定した場合、「廃棄物

処理法上の収集運搬許可番号」（半角数字10
～11文字）と「運搬事業者名」（全角）を、
それぞれ入力してください。（入力必須）

運搬委託2

※ 自社と引渡先事業所を管轄する自治体が異なる場合、
運搬業者は双方の自治体の収集運搬許可を有すること
が必要です。この場合、電子マニフェストシステムに
は自社が所在する自治体の収集運搬許可番号を入力
してください。

※

運搬委託2

1

2
※

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法371

ステップ2

「 ト ラ ッ ク 登 録 番 号 」 欄 に ASR を 積 載 し た
トラックの登録番号を入力します。

3 「引渡時ASR実重量」欄にトラックに積載した
ASRの重量を入力します。

ステップ3

4

3

4

自社、または引渡先の指定引取場所が運搬した場合は、
をクリックしてく

ださい。

自社または引渡先の指定引取場所以外の運搬業者に運
搬を委託した場合は、 をクリック
してください。
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「すべての紐付」を解除する場合、
ボタンをクリックしてください。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

「５.引取報告済車台の一覧」に、引取報告を行った
車台が一覧表示されています。

6 自動紐付 ボタンをクリックすると、「５.引取
報告済車台の一覧」に表示された先頭の車台から
順番に「紐付重量」の合計が 「引渡時ASR実重
量 」 に 入 力 し た 重 量 以 上 に な る ま で 、 自 動 的 に

「引渡報告対象選択」欄がチェックされます。
「紐付状況」欄にチェックされた車台の「紐付

重量」の合計が表示されます。

4

8
5

「自動紐付」の結果を修正したい場合、「紐付重量」
を見ながら、 「引渡報告対象選択」欄について
いるチェックの付け替えを行い、 「紐付状況」に
表示される「紐付重量」の合計が、 「引渡時ＡＳＲ
実重量」以上となるように調整してください。

8
5
4

7 紐付解除

4 5

6 7

8
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ステップ4

【「自動紐付」を行う 】 【「自動紐付」を修正したい場合 】

【「すべての紐付」を解除する 】
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OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

ボタンをクリックすると、「情報
管理センターへの報告（JPRS4273）」画面が表示
されます。

ステップ5

9 引渡先確定

9
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

（３）情報管理センターへの報告

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

引渡報告を行う「荷姿」を選択・確定し、情報管理
センターへの報告画面を印刷して、トラック運転手に
渡した後、すみやかに情報管理センターへ報告します。

「情報管理センターへの報告（JPRS4273）」画面
が表示されます。

操作ポイント

引き渡した「荷姿（トラック）」のトラック登録
番号（ナンバープレートの番号）の確認

指 定 引 取 場 所 に ASR を 運 搬 し た 荷 姿
（トラック）を選択し、情報管理センターへ報告
します。

確認ポイント

4

1

3
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2



第１章 第２章 第３章 第４章

※ の 操 作 を 終 え た 状 態 で 、 画 面 右 上 の
ボタンをクリックすると、表示

された画面が印刷されます。

５.  電子マニフェストシステムによる移動報告

「２.引渡先確定済荷姿の一覧」に、引き渡した荷姿が
一覧表示されています。
引渡先事業者／事業所名、委託引取会社等、荷姿ID、
トラック登録番号、引渡時ASR実重量、紐付車台数が
合 致 し て い る こ と を 再 度 確 認 し た う え で 、

「引渡報告対象選択」欄にチェックします。

ステップ1 ステップ2

指 定 引 取 場 所 に 引 き 渡 す 荷 姿 を 確 定 し た 後 、
「 情 報 管 理 セ ン タ ー へ の 報 告 」 画 面 を 印 刷 し 、
ASR搬出時にトラック運転手に渡してください。

1

ステップ1
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～４＞

ボタンをクリックすると、

ステップ3

4 センターへ報告

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、解体自動車の「引渡
報告」が完了します。

ステップ4

OK

3 画面印刷P

4

1

3

2

⇒ を指定した
場合、一覧の表示車台を一括で選択、または
解除することができます。

2 全て選択 全て解択
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（Ⅲ）その他

「２.引渡先確定荷姿の一覧」で引渡先事業者／
事業所名、委託引取会社等、荷姿ID、トラック登録
番号、引渡時ASR実重量、紐付車台数を再度確認
した際に間違いがあった場合には、情報管理センター
への報告を行わず、以下の操作を行ってください。

ASR引渡後の移動報告状況の閲覧は、メニュー選択
画面で３.４ ボタンをクリックのうえ、
「荷姿ID」で検索できます。
この画面を印刷して保管しておくと便利ですので、
印刷・保管をお勧めします。

OK
キャンセル

作業を一時的に止めたい場合は
ボタンをクリックします。

これで引渡先確定を行った車台の情報は保存され、
メニュー選択画面に戻ります。

ア）引き渡す車台を追加する場合は、
１.８ ボタンを選択してください。

イ）後になって情報管理センターへの報告を
行おうとする場合は、

１.９ ボタンを選択すると、
この画面が表示されます。
これまでに引渡先確定を行った車台の引渡
報告を行ってください。

作業を一時的に止めたい

メニューに戻る

引渡報告

確定済車台

確定取消

OK

荷姿閲覧
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【確定取消】

【画面の印刷】

A. 間違いのあった荷姿を選択し、「確定取消」欄に
チェックしてください。

B. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「確定取
消」をする場合は を、再確認する場合は

を選択します。

C. を選択すると、対象となる荷姿は「２.引
渡先確定済荷姿の一覧」より削除されます。



第１章 第２章 第３章 第４章

６.１ 確認通知の基本事項

（１）確認通知の発生時期

６. 状況の表示

６.  状況の表示

プレス・せん断処理業者およびシュレッダー処理業者
の状況の表示とそれに対する対応について説明します

（２）確認通知発生の有無の確認

１）確認通知が発行されていない時

確認通知

２）確認通知が発行された時

自社が解体自動車の
引取報告を行った後

自社が
30日以内に

解体自動車またはASRの「引渡報告」
を行わなかった場合

自社が解体自動車の
引渡報告を行った後

引渡先が
5日以内に 解体自動車の「引取報告」を行わなかった場合

自社がASRの
引渡報告を行った後

指定引取場所が
5日以内に ASRの「引取報告」を行わなかった場合

確認通知
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破砕工程では、以下のような場合に、確認通知が
情報管理センターからなされます。

移動報告等の作業の有無に係らず、メニュー選択
画面については毎日開き、確認通知の発生状況を
確認するようにしてください。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 の 「 ２ ． 状 況 の 表 示 」 欄 に
赤字の表示はなく、 ボタンは、クリック
できません。

「２.状況の表示」欄の確認通知が発行された箇所に、
「×件の確認通知が発生しています」と、赤字で表示
され、 ボタンがクリックできる状態になり
ます。

※ 確認通知までの期間は、移動報告日から起算して計算（土日、祝日等も含む）



第１章 第２章 第３章 第４章

確認通知が発生している欄の ボタンを
クリックして、移動報告の未実施状況を確認のうえ、
すみやかに対応してください。

自治体への遅延報告の通知

確認通知が発行された後、以下の期間経過しても移動報告が行われなかった場合、情報管理センターは
都道府県等へ遅延報告を自動的に送付し、都道府県等は必要に応じて適切な措置を講ずるよう勧告・命令
等を行います。

６.  状況の表示

（３）確認通知発生時の対応

１）引渡しと運搬状況の確認 ２）自社が引き渡していなかった場合

３）自社が引渡し済みの場合

自社が解体自動車またはASRの「引渡報告」を行わなかった場合 確認通知発行日＋10日

引渡先が解体自動車の「引取報告」を行わなかった場合 確認通知発行日＋3日

指定引取場所がASRの「引取報告」を行わなかった場合 確認通知発行日＋3日

確認通知
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特に、自社が引渡報告済みで、引渡先が引取報告を
行っていない場合、以下の手順で対応してください。

自 社が 引 渡 先 へ解 体 自 動車 ま た はASR を本 当 に
引き渡しているか否かについて、運搬状況を含めて
確認してください。

自社が解体自動車またはASRを引き渡していなかった
場 合 は 、 解 体 自 動 車 ま た は ASR を 引 き 渡 し 、
引渡先にて引取報告を行うよう要請してください。

自社が解体自動車またはASRを引渡し済みの場合は、
引渡先の状況（不適正処理がないか）を確認のうえ、
引渡先にて引取報告を行うよう要請してください。

詳しくは次ページ以降をご覧ください
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第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法379

メニューごとの ボタンは、確認通知が発
行されていなければ、非活性（ボタンをクリックでき
ない状態）です。「確認通知」が発行されると、
メニュー上に赤字で確認通知の発生件数を表示すると
共に、ボタンが操作できる状態となります。

確認通知

６.２ メニューごとの画面表示

次ページ以降でメニューごとの画面表示を説明します。
メニュー選択画面上の各メニューの左側に記載されて
いる「２.１」等の番号順に説明します。
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（Ⅰ）画面

６.  状況の表示

解体自動車の引取報告を行った後、「30日以内」に
シュレッダー業者へ解体自動車、または指定引取場所
へASRの引渡報告を行わなかった場合、メニュー
選択画面に「確認通知」を発行した旨を赤字で表示
しますので右記の点を確認してください。

メニュー選択画面で、２.１ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JMDS
4200）」画面が表示されます。

• 自社で引取報告を行った解体自動車／ASRの
うち、確認通知が発行されている車台を確認。

• 解体自動車／ASRの有無を確認のうえ、必要
に応じてすみやかに引渡報告を実施。

確認ポイント

確認通知
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（１）解体自動車／ASR引渡報告の未実施状況

1
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（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ1～2＞

６.  状況の表示

「２.引渡報告遅延車台の一覧」に、自社の引渡報告が
遅延となっている車台が表示されますので、これを
確認します。

ステップ1 ステップ2

対象となる車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より10日以内に移動報告が
行われなかった場合、情報管理センターより自動的に
自社を管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。
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⇒ 該当車両の引渡しの有無を確認し、必要に応じ
てすみやかに破砕業者への引渡しと引渡報告を
行ってください。

1
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（Ⅰ）画面

６.  状況の表示

解体自動車の引渡報告を行った後、引渡先の破砕業者
が「5日以内」に解体自動車の引取報告を行わなかっ
た場合、メニュー選択画面に「確認通知」を発行した
旨が赤字で表示されます。
右記の点を確認してください。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で ２ . ２ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JMDS
4140）」画面が表示されます。

• 自社で引渡報告を行った解体自動車のうち、
確認通知が発行されている車台を確認。

• 自社が破砕業者へ解体自動車を引き渡したか
否か、解体自動車が確実に破砕業者へ引き渡
されたか否か、引渡先の状況（不適正処理が
ないか）を確認。

確認ポイント

1

確認通知
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（２）引渡先（破砕業者）での解体自動車引取報告の未実施状況
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（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ1～2＞

６.  状況の表示

「２.引渡報告遅延車台の一覧」に、引渡先事業者の
引取報告が遅延となっている車台が表示されますので、
これを確認します。

ステップ1 ステップ2

対象となる車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より3日以内に移動報告が行われ
なかった場合、情報管理センターより自動的に自社を
管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

1
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⇒ 引渡先の破砕業者に該当車両の引取りの有無を
確認し、必要に応じてすみやかに引取報告を
行なうよう、要請してください。
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（Ⅰ）画面

６.  状況の表示

ASRの引渡報告を行った後、引渡先のメーカー指定引
取場所が「５日以内」にASRの引取報告を行わなかっ
た場合、メニュー選択画面に「確認通知」を発行した
旨が赤字で表示されます。右記の点を確認してくださ
い。

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で ２ . ３ ボ タ ン を
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JMDS
4170）」画面が表示されます。

• 自社で引渡報告を行ったASRのうち、確認
通知が発行されている荷姿を確認。

• 自社がメーカー指定引取場所へASRを引き
渡したか否か、ASRが確実にメーカー指定
引取場所へ引き渡されたか否か、引渡先の
状況（不適正処理がないか）を確認。

確認ポイント

※ ASR が メ ー カ ー指定引取 場所に 引き 渡さ れた
ことが確認された場合、メーカー指定引取場所に引
取報告を行うよう要請します。

1

確認通知
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（３）引渡先（メーカー指定引取場所）でのASR引取報告の未実施状況
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（Ⅱ）確認通知が発生した場合 ＜ステップ1～2＞

６.  状況の表示

「２.引取報告遅延荷姿の一覧」に、引渡先事業者の
引取報告が遅延となっている荷姿が表示されますので、
これを確認します。

ステップ1 ステップ2

対象となる荷姿を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

（Ⅲ）自治体への遅延報告

「確認通知」発生日より3日以内に移動報告が行われ
なかった場合、情報管理センターより自動的に自社を
管轄する都道府県等へ「遅延報告」が送付され、
自治体は必要に応じ、適切な措置等を講ずるよう
勧告・命令等を行います。

1
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⇒ 引渡先のメーカー指定引取場所に該当荷姿の
引取りの有無を確認し、必要に応じてすみやか
に引取報告を行うよう、要請してください。
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７.１ 引渡報告未実施車台の閲覧

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

電子マニフェストシステムにおいては、自社が取り
扱った解体自動車・ASRに関して以下の7.1～7.4の
各項目をパソコンの画面上で閲覧することが可能です。

引渡報告未実施車台
を閲覧する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

３.1 車台閲覧

引渡報告未実施
車台の一覧

89ページ参照
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自社が引取報告を行った車台のうち、引渡報告が
未実施である車台を確認する場合に利用します。

解体自動車の引渡報告とASRの引渡報告のどちらかが
未実施の車台が表示されます。
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７.２ 解体自動車に関する移動報告状況の閲覧

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

車台の引渡報告した後の
移動報告状況を閲覧する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

検索条件の入力

自社の移動報告実績
の閲覧の場合

(ファイルダウンロード)

後工程事業者の
移動報告実施状況

の閲覧の場合

取扱車台の確認

後工程の移動報告
状況確認

92ページ参照 93ページ
参照
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自社が取り扱った解体自動車の移動報告の実績を
確認する場合、また特定車台の自社以降の移動報告
状況を確認する場合に利用します。

3.2 車台閲覧
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７.３ 認定全部利用者へ引渡後の移動報告
状況の閲覧

認定全部利用者へ引渡報告
した後の移動報告状況を

閲覧する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

3.3 荷姿閲覧

検索条件の入力

解体自動車の
荷姿の確認

100ページ参照

７.４ ASRに関する移動報告状況の閲覧

ASRの引渡報告した後の
移動報告状況を閲覧する時

電子マニフェスト
システムログイン

メニュー選択

3.4 荷姿閲覧

検索条件の入力

引渡報告日と引取報告
実施状況の確認

104ページ参照
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７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が認定全部利用者への引渡報告を行った解体
自動車を確認する場合に利用します。

自社が引渡報告を行ったASRに関して、引渡報告日お
よび指定引取場所による引取報告の実施状況を確認す
る場合に利用します。



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

（１）引渡報告未実施車台の一覧

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

引取報告を行った解体自動車で、情報管理センターへ
の引渡報告が未実施の車台を一覧表示します。
引渡先が確定しだい、すみやかに解体自動車の引渡し
と、「引渡報告」を行ってください。

1

７.１ 引渡報告未実施車台の閲覧
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メニュー選択画面で３.１ ボタンを
ク リ ッ ク す る と 、 「 対 象 車 台 の 確 認 （ JPRS
4300）」画面が表示されます。

車台閲覧



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）引渡報告未実施車台がある場合 ＜ステップ1～2＞

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.引き取った解体自動車のうち、引渡報告が未実施
のものの一覧」に、自社が引取報告を行った解体自動
車のうち、引渡報告を行っていない車台が表示されま
す。

ステップ1 ステップ2

表示された車台を確認したら、
ボタンをクリックしてください。

1 メニューに戻る

未実施： 解体自動車／ASRの引渡先の確定が行われ
ておらず、引渡報告が未実施であることを
表しています。

確 定： 引渡報告は未実施ですが、引渡先の確定ま
では行われていることを表しています。
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1

⇒ 解体自動車／ASRの引渡しの有無を確認し、引
渡報告が未実施の車台は、引渡先が確定しだい、
すみやかに次事業者への引渡しと「引渡報告」
を行ってください。

【引渡報告】

※ 引渡報告未実施車台がない場合、「該当がありませんで
した。」と表示されます。
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７.２ 解体自動車に関する移動報告状況の閲覧

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が取り扱った解体自動車の移動報告の一覧を確認
する場合、また、特定車台の自社以降の移動報告状況
を確認する場合に利用します。

（１）検索条件の入力

自社が解体自動車の引取・引渡報告を行った車台一覧
の閲覧は、車台一覧が記載された電子ファイルを取得
（ダウンロード）することで行います。
取得（ダウンロード）した電子ファイルには指定した
年月の1日から月末日、当月の場合は当日までに報告
を行った車台の一覧が記載されています。

操作ポイント

自社が引渡報告を行った車台に関して後工程の事業者
による移動報告の実施状況を確認する場合は、確認
する車台を個別に検索します。

（Ⅰ）画面

1 2

3

4

87

5 6
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使用目的に合わせて、「ファイルをダウンロード
する」または、「電子マニフェストシステムで
検索する」のいずれかを選択します。

メニュー選択画面で３.２ ボタンを
クリックすると、「検索条件入力（JMES4110）」
画面が表示されます。

車台閲覧

１）自社の移動報告実績の閲覧の場合 2）後工程事業者の移動報告実施状況の
閲覧の場合
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※ 「 ダ ウ ン ロ ー ド 」 の み で 作 業 を 終 了 す る 場 合 は 、
をクリックしてください。

（Ⅱ）操作説明

「２.移動報告実績のダウンロード」の中より、
該当するボタンをクリックします。

引取報告実績をダウンロードする：
年月を指定し引取報告実績の
ボタンをクリックします。

引渡報告実績をダウンロードする：
年月を指定し引渡報告実績の
ボタンをクリックします。

ステップ1 ステップ2

または の ボタンをクリック
すると、ダウンロード画面が表示されます。

指定した年月の1日から月末日、当月の場合は当日
までに引取・引渡報告を行った車台一覧の電子ファイ
ルを取得（ダウンロード）する場合は、以下の手順で
操作します。

1 ダウンロード

2 ダウンロード

2 ダウンロード1

ステップ3

画面に従って、ファイルを保存してください。

ダウンロードに関する詳細は153ページをご覧ください

メニューに戻る

1 2
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７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

１）自社の移動報告実績の閲覧の場合 ＜ステップ1～３＞
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※ 画面に表示された注意事項に基づき、全角・半角で入力
してください。

「3.特定車台の検索」の中より、 検索方法を選択
します。

ステップ1 ステップ2

検索方法を選択したら、 入力欄に必要事項（検索
条件）を入力し、 ボタンをクリック
すると、「自社取扱車台の確認（JMES4120）」画
面が表示されます。

後工程事業者の移動報告の実施状況を閲覧する場合は、
車台番号（職権打刻含む）または、移動報告番号を
入力し、車台を特定することが必要です。

43

職権打刻番号については1８１ページをご覧くださ
い

3

4

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法393

※輸出する場合の画面印刷物は、この機能を使って
取得します。

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

２）後工程事業者の移動報告実施状況の閲覧の場合

【特定車台の検索】 ＜ステップ1～２＞

対象車台検索
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の入力にて引取報告日・引渡報告日の範囲を
指定することができます。

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

5

ステップ１
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⇒ ボタンをクリックすると、
「絞り込み条件」項目の入力が可能となります。
6

5 6

※輸出する場合の画面印刷物は、この機能を使って
取得します。

【複数車台の検索】 ＜ステップ1～３＞
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検索条件を入力したら、 ボタンを
クリックしてください。

⇒ ボタンをクリックすると、
「自社取扱車台の確認（JMES4120）」画面
が表示されます。

※輸出する場合の画面印刷物は、この機能を使って
取得します。

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

引取・引渡報告日を範囲指定した結果が表示され
そこから、 で「自社への引渡報告元」、
「自社からの引渡報告先」、「車台のメーカー」の
指定が可能となります。

ステップ２ ステップ３

8
7

８
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【複数車台の検索】 ＜ステップ1～３＞

8
7

⇒ ボタンをクリックすると、
の期間指定入力に戻ります。

８

5
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123456780105

ABC111-45678 新橋自動車破砕 破砕事業所

新橋自動車破砕 破砕事業所

ABC111-45678 自動車破砕
自動車破砕工場

ABC111-45678 自動車破砕

ABC111-45678 自動車解体
ASR引取

非認定全部利用事業者 非認定事業所

AB12-0345678 新橋自動車破砕 破砕事業所 ９９９電炉事業者 電炉・転炉事業所

ED234-56789000 新橋自動車破砕 破砕事業所

ZXP10-23456789 新橋自動車破砕 破砕事業所

ABC123-00045678 新橋自動車破砕 破砕事業所

JARC1-23456789 新橋自動車破砕 破砕事業所

「処理終了（JPRS0000）」画面で
ボタンをクリックした場合は、

「情報管理センターへの報告（JPRS4293）」画面
でセンター報告された車台の一覧が表示されます。

（Ⅰ）画面

（２）取扱車台の確認

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

前画面で検索した車台が自社が取り扱った車台で
あれば、引渡元・引渡先事業者（前後工程事業者）の
情報が表示されます。

「自社取扱車台の確認（JMES4120）」画面が
表示されます

2

移動報告結果一覧

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3
96

1



第１章 第２章 第３章 第４章

ボタンをクリックすると、「検索条
件入力（JMES4110）」画面に戻ります。検索する
条件を変更して再度検索をおこなう場合は、検索方法
を選択して、検索条件を入力してください。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.取扱車台の一覧」には、自社で取り扱った車台の
前後工程事業者が表示されます。
表示された内容（車台番号、引取報告日、引渡元
事業者／事業所名、引渡報告日、引渡先事業者／
事業所名、引渡先引取報告日）を確認してください。

ステップ1 ステップ2

「２.取扱車台の一覧」の中より、 ボタンを
クリックします。

1 閲覧

⇒ 「後工程の移動報告状況確認JMES4130）」
画面が表示されます。

解体自動車の輸出業者から、電子マニフェストの印刷
物を求められた場合は、 ボタンを
クリックし、印刷してください。

ステップ3

2
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画面印刷P

検索条件再入力

（Ⅲ）その他

【検索条件を変える】

123456780105

ABC111-45678 新橋自動車破砕 破砕事業所

新橋自動車破砕 破砕事業所

ABC111-45678 自動車破砕
自動車破砕工場

ABC111-45678 自動車破砕

ABC111-45678 自動車解体
ASR引取

非認定全部利用事業者 非認定事業所

AB12-0345678 新橋自動車破砕 破砕事業所 ９９９電炉事業者 電炉・転炉事業所

ED234-56789000 新橋自動車破砕 破砕事業所

ZXP10-23456789 新橋自動車破砕 破砕事業所

ABC123-00045678 新橋自動車破砕 破砕事業所

JARC1-23456789 新橋自動車破砕 破砕事業所

2 1



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅰ）画面

（３）後工程の移動報告状況確認

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

後 工 程 事 業 者 に よ る 移 動 報 告 の 実 施 状 況 が 表 示
できます。

「後工程の移動報告状況確認（JMES4130）」画面
が表示されます。

操作ポイント

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法398

自 社 で 使 用 用 途 に 合 わ せ て 画 面 の 印 刷 を
お勧めします。

（Ⅱ）画面説明 ＜ステップ1＞

「２.対象車台移動報告の進行状況」の 「報告状況」
欄に移動報告の実施状況が表示されます。

ステップ1

引取・引渡報告が実施済の場合：
「報告済」と表示されます

引取・引渡報告が未実施の場合：
「－」と表示されます

1

1
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A. ボタンをクリックすると、

というメッセージが表示されますので、「書面郵送
依頼」をする場合は を、依頼しない場合
は を選択します。

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

（Ⅲ）その他

情報管理センターに依頼し、この画面に表示された
内容が記載された書面を、郵送にて受け取ることがで
きます。有料です。

書面郵送依頼（有料）

OK

OK
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【画面の表示内容が記載された書面の郵送を依頼する場合：有料】

キャンセル

1

1

B. を選択すると、「情報管理センターへの
申 請 が 完 了 し ま し た （ JPRS0000 ） 」 画 面
（P22参照）が表示されます。

C. 申請日よ り１週 間程度 で、情報管 理セン ター
より郵送されます。料金配達の際に徴収いたしま
すので、ご了承ください。
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７.３ 認定全部利用者へ引渡後の移動報告状況の閲覧

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が認定全部利用者への引渡報告を行った解体
自動車の移動報告の実績を確認する場合にこの画面を
利用します。確認方法には右記の2種類が存在します。

（１）検索条件の入力

1）前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧
表示し、その中から検索

2）引渡報告を行った荷姿（トラック単位）の「荷姿
ID」を入力し、検索

操作ポイント

• 検索は引き渡した「荷姿（トラック単位）」
で行います。

• 「荷姿ID」で検索する場合、検収伝票と共に
保 管 し て い る 「 車 台 番 号 一 覧 」 の 中 の
「荷姿ID」を確認してください。

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で３.３ ボタンを
クリックすると、「検索条件入力（JMES4710）」
画面が表示されます。

荷姿閲覧

1

2 3

※
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第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

ステップ1 ステップ2

「２.検索条件入力」の中より、

を選択します。
前々月１日以降に引渡報告が行われた荷姿を検索1

ボタンをクリックしてください。3 対象荷姿検索

ステップ1 ステップ2

「２.検索条件入力」の中より、
を選択します。

荷姿IDで検索2 入力欄に「荷姿ID」（検索条件）を入力します。※

ステップ3

検索条件を入力したら、 ボタンを
クリックしてください。

3 対象荷姿検索

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。
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1

2 3

※

⇒ ボタンをクリックすると確認
画面（JMES4720）が表示されます。
3 対象荷姿検索

⇒ ボタンをクリックすると、
「取扱荷姿の確認（JMES4720）」画面が
表示されます。

3 対象荷姿検索

半角英数18字

1）前々月1日以降に引渡報を行った荷姿を一覧表示し、その中から検索 ＜ステップ1～2＞

2）引渡報告を行った荷姿（トラック単位）の「荷姿ID」を入力し、検索 ＜ステップ1～３＞



第１章 第２章 第３章 第４章７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

前画面で検索した荷姿が表示されますが、検索条件に
より「２.取扱荷姿の一覧」の表示が右記のとおり
異なります。

（２）解体自動車の荷姿の確認

1）前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧
表示し、その中から検索

2）引渡報告を行った荷姿（トラック単位）の「荷姿
ID」を入力し、検索

（Ⅰ）画面

「取扱荷姿の確認（JMES4720）」画面が表示され
ます。
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※ この画面は「１）前々月１日以降に引渡報告を行った
荷姿を検索した場合」のイメージです。「２）荷姿IDで
検索した場合」は、「２.検索条件入力」で「荷姿IDで
検索」した荷姿のみ表示されます。

⇒ 前々月１日以降に引渡報告を行った荷姿が一覧
表示されます。

⇒ 検索した荷姿のみ表示されます。
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１＞

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.取扱荷姿の一覧」に自社が認定全部利用者へ
引渡報告を行った荷姿が表示されます。
荷姿の詳細を確認するためには、トラック登録番号の
列に表示された ボタンを、引渡先の電炉・
転炉等の詳細を確認するためには電炉・転炉名の列に
表示された ボタンをクリックしてください。

ステップ1

（Ⅲ）その他

ボタンをクリックすると、「検索条件
入力（JMES4710）」画面に戻りますので、再度、
検察方法を選択し、検索条件を入力してください。

検索条件再入力

詳細

詳細
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【検索条件を変える】
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７.４ ASRに関する移動報告状況の閲覧

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

自社が引渡報告を行ったASRに関して、引渡報告日お
よび指定引取場所による引取報告の実施状況を確認す
る に は 、 右 記 の 方 法 で 確 認 す る 荷 姿 （ ト ラ ッ ク
単位）を検索します。

（１）検索条件の入力

操作ポイント

• 検索は「荷姿単位」で行います。
• 「荷姿ID」で検索するには、対象の「荷姿

ID」番号を事前に控えておくことが必要です。

（Ⅰ）画面

メ ニ ュ ー 選 択 画 面 で ３ . ４ ボ タ ン を
クリックすると、「検査条件入力（JMES4610）」
画面が表示されます。

荷姿閲覧

1）前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧
表示し、その中から検索

2）引渡報告を行った荷姿（トラック単位）の「荷姿
ID」を入力し、検索
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1

2 3

※
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（Ⅱ）操作説明

ステップ1 ステップ2

「２.検索条件入力」の中より、

を選択します。
前々月１日以降に引渡報告が行われた荷姿を検索1

ボタンをクリックしてください。3 対象荷姿検索

ステップ1 ステップ2

「２.検索条件入力」の中より、
を選択します。

荷姿IDで検索2 入力欄に「荷姿ID」（検索条件）を入力します。※

ステップ3

検索条件を入力したら、 ボタンを
クリックしてください。

3 対象荷姿検索

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。
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⇒ ボタンをクリックすると、
「取扱荷姿の確認（JMES4620）」画面が
表示されます。

3 対象荷姿検索

⇒ ボタンをクリックすると、
「取扱荷姿の確認（JMES4620）」画面が
表示されます。

3 対象荷姿検索

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

半角英数18字

1

2 3

※

1）前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧表示し、その中から検索 ＜ステップ1～2＞

2）引渡報告を行った荷姿（トラック単位）の「荷姿ID」を入力し、検索 ＜ステップ1～３＞



第１章 第２章 第３章 第４章７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

前画面で検索した荷姿が表示されますが、検索条件に
より「２.取扱荷姿の一覧」の表示内容が右記のとおり
異なります。

（２）引渡報告日と引取報告実施状況の確認

（Ⅰ）画面

「取扱荷姿の確認（JMES4620）」画面が表示
されます。
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※ この画面は「１）前々月１日以降に引渡報告を行った
荷姿を検索した場合」のイメージです。「２）荷姿IDで
検索した場合」は、「２.検索条件入力」で「荷姿IDで
検索」した荷姿のみ表示されます。

1）前々月1日以降に引渡報告を行った荷姿を一覧
表示し、その中から検索

2）引渡報告を行った荷姿（トラック単位）の「荷姿
ID」を入力し、検索

⇒ 検索した荷姿（トラック単位）のみ表示され
ます。

⇒ 前々月１日以降に引渡報告を行った荷姿が一覧
表示されます。
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1＞

７. 取り扱った車台に関連する情報の閲覧

「２.取扱荷姿の一覧」に、指定引取場所への引渡報告
日と、指定引取場所による引取報告日が表示されます
のでASRの移動報告実施状況を確認してください。

ステップ1

（Ⅲ）その他

３.４ ボタンをクリックし、表示された
画面を印刷・保管すると便利です。
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検索条件再入力

【検索条件を変える】 【自社取扱荷姿の実績を保管する】

荷姿閲覧ボタンをクリックすると、「検索条
件入力（JMES4610）」画面に戻りますので、再度、
検察方法を選択し、検索条件を入力してください。
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８.１ 解体自動車引取報告の取消

８． その他

８． その他

引取報告を取り消す場合、次の事業者へ該当車台・
荷姿の引渡報告を行っていないことが前提です。

（例１）
前工程の業者からの
依頼により、引取
報告を取り消す時

メニューの選択

4.1 取消

対象車台の
選択／取消

112ページ参照

電子マニフェストシステムによる引取報告の取消し
および次事業者への引渡報告の取消し、または差戻し
を行う場合について説明します。

自社に該当する車台
があるかどうかを
確認する

（例２）
引き取った車台と引取報告の情報が異
なっていたが、引取報告してしまったの
で引取報告を取り消す時

引渡元の事業者に確認し、引取報告を取
り消したうえで、引渡元の事業者に引渡
報告の取消しと正しい引渡報告の発行を
依頼してください

（例３）
引取報告をした後に、引き取った車台の
中にゴミの混入等、引取拒否の用件に該
当する場合で引取報告を取り消す時

引取拒否する旨を引渡元に連絡のうえ、
引取報告の取消しを行い、車台を返却し
てください

前工程が
破砕業者の場合

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

4.2 取消

対象車台の
選択／取消

115ページ参照

前工程が
解体業者の場合

電子マニフェスト
システムログイン

※ 解体自動車の引取
報告をする際は、
必 ず 実 車 を 確 認
してください。
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※ 引渡元に確認の結果、引き渡された
車台が間違っていた場合は、引渡元に
実車を引き取ってもらい、正しい実車
を引き渡すように依頼してください。

引取報告を取り消す場合、次の事業者へ該当車台・
荷姿の引渡報告を行っていないことが前提です。
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2 情報管理センターでの作業

3 自社での作業

８.２ 引渡報告の取消申請

８． その他

なお、引渡報告の取消申請中は、該当車台・荷姿の移
動報告はできません。

引渡報告の取消申請

引渡先へ引渡報告を
取り消す旨を連絡

引渡報告の取消申請
の確認

電子マニフェストによる
正しい引渡報告の実施

引渡先から引渡報告の
取消しを依頼された時

引渡報告の取消申請
の受理

〈引渡報告取消申請の流れ〉

引渡報告の取消しができるのは、次の事業者が該当車
台・荷姿の引取報告を行っていないことが前提と
なります。次の事業者が引取報告済みの場合は、
引取報告を取消してはじめて、その前の引渡報告の取
消しが可能となります。

車台の移動報告
引渡報告を実施して

いない状態に戻します

荷姿の移動報告
引渡先を確定した
状態に戻します

1 自社での確認・作業

引渡報告を取り消す場合、引渡先事業
者に電話等で連絡のうえ、情報管理
センターに引渡報告の取消しを申請
してください。

情報管理センターは、申請内容を確認
したうえで、引渡報告の取消しの申請
を受理します。

情報管理センターでの処理完了後に
「移動報告」が再開できます。
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【引渡報告取消し時の留意点】

※ 情報管理センターでの処理完了後に「移動報告」が再開
できますが、翌日となる場合があります。

※ 取消しが実行されると、移動報告が元の状態に戻ります
のでご確認ください。
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（１）解体自動車の引渡報告の取消申請を行う場合

８． その他

（例１）
自社において次工程の事業者に
引き渡した車台と異なった情報の
引渡報告をしたことが判明した時

メニューの選択

4.3 取消

対象車台の
選択／取消申請

119ページ参照

次工程の事業者が引取報告をして
いないことを確認したうえで、
引 渡 報 告 の 取 消 申 請 を 行 い 、
あ ら た め て 正 し い 引 渡 報 告 を
行ってください

（例２）
自社において車台を引き渡した
事業者と異なる事業者に引渡報告
をしたことが判明した時

次工程の事業者が引取報告をして
いないことを確認したうえで、
引 渡 報 告 の 取 消 申 請 を 行 っ て
ください

（例３）
次工程の事業者において、自社の
引渡報告が誤りであったことが
判明した時

次工程の事業者からの取消依頼を
確認したうえで、引渡報告の取消
申請を行ってください

破砕業者の場合

電子マニフェスト
システムログイン

メニューの選択

4.5 取消

対象車台の
選択／取消申請

125ページ参照

非認定解体自動車
全部利用者の場合

電子マニフェスト
システムログイン

※ 引き渡した車台が間違っていた
場合は、誤って引き渡した車台
を引き取って正しい実車を引き
渡すようにしてください。

メニューの選択

4.4 取消

対象荷姿の
選択／取消申請

122ページ参照

認定解体自動車
全部利用者の場合

電子マニフェスト
システムログイン

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3110



第１章 第２章 第３章 第４章

（２）ＡＳＲの引渡報告の取消申請を行う場合

８． その他

（例１）
運搬事業者情報に間違った情報を
入力したまま、引渡報告をして
しまったので、引渡報告を取り
消したい時

メニューの選択

4.6 取消

対象荷姿の
選択／取消申請

128ページ参照

指定引取場所が引取報告をして
いないことを確認したうえで、
引 渡 報 告 の 取 消 申 請 を 行 い 、
あ ら た め て 正 し い 引 渡 報 告 を
行ってください

（例２）
指定引取場所から、引取拒否の
用件に該当したので、荷姿の情報
を 修 正 す る た め に 引 渡 報 告 を
取り消したい時

引 渡 報 告 の 取 消 申 請 を 行 い 、
あらためて正しい荷姿を作成し
引渡報告を行ってください

電子マニフェスト
システムログイン
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移動報告の取消しに関する質問・電子マニフェストの発行に関してのお問い合わせ先
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
 下記の様な場合は前工程の方や、当該車両を引き取った引取工程の方にお問い合わせください。

・マニフェストが実車と合っていない。
・マニフェストが来ていても実車が来ない。実車が来ていてもマニフェストが来ない。
・フロン類、エアバッグ類の装備有無が合っていない。「あり」→ 「なし」への変更であり

修正可能な場合。
・フロン類、エアバッグ類の装備有無が合っていない。「追加預託」が必要な車台な場合。
 上記以外の移動報告の取消に関するご質問等は「引取業者の方」が代表してお問い合わせ

ください。

自動車リサイクルコンタクトセンター

050‐3786‐7755
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８.１ 解体自動車の引取報告の取消

８． その他

引取報告の取消しを行う車台を選択し、報告を取消し
ます。

（１）破砕業者からの引取報告の取消

操作ポイント！

引 取 報 告 の 取 消 し を 行 う 車 台 を 選 択 し 、
報告を取り消します。

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で４.１ ボタンをクリック
すると、「対象車台選択／取消（JPCS4110）」画
面が表示されます。

取消

誤った引取報告を行ってしまった場合、引取報告の
取消しを行います。

• 取り消すべき引取報告であることの確認。
• メーカー指定引取場所への解体自動車の引渡

報 告 が 完 了 し て い な い こ と 。 ま た 、 荷 姿
（認定全部利用、ASR）として紐付されて
いない車台であること。

確認ポイント！

1

※ 引取報告の取り消しを行う場合は、通常であれば
引渡元の事業者が作った引渡報告も取り消す
必要があるのでこれを依頼してください。
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第１章 第２章 第３章 第４章

車台の情報（引取報告日、引渡元事業者／事業所名、
車台番号、型式、車名）を確認し、引取報告を取り
消す車台の ボタンをクリックしてください。

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～３＞

８． その他

「２.引取報告取消対象車台の一覧」に引取報告を
行った車台の一覧が表示されています。

ステップ1

1 取消

ボタンをクリックすると、

ステップ2

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

1 取消 を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、破砕業者の「解体
自動車の引取報告の取消」が完了します。

ステップ3

OK

1
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第１章 第２章 第３章 第４章８． その他

（Ⅲ）その他

• 破砕業者による解体自動車の引取報告の取消
申請は、情報管理センターより管轄の自治体
に報告されます。引取報告の取消回数が多い
業 者 に は 、 自 治 体 へ 申 請 の 理 由 等 を 報 告
していただく場合があります。

• 引取報告が取消可能な該当車台がなかった
場合、「２.引取報告取消対象車台の一覧」の
下に｢該当がありませんでした。｣と表示され
ます。
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誤った引取報告を行ってしまった場合、引取報告の
取消しを行います。

（２）解体業者からの引取報告の取消

操作ポイント！

• 取消理由を選択・入力のうえ、情報管理セン
ターに申請すること。

• 引取報告の取消しを行う車台を選択し、報告
を取り消します。

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で４.2 ボタンをクリック
すると、「対象車台選択／情報管理センター申請
（JPCS4120）」画面が表示されます。

取消

• 取り消すべき引取報告であることの確認。
• メーカー指定引取場所への解体自動車の引渡

報 告 が 完 了 し て い な い こ と 。 ま た 、 荷 姿
（認定全部利用、ASR）として紐付されて
いない車台であること。

確認ポイント！

1

2※

※ 引取報告の取り消しを行う場合は、通常であれば
引渡元の事業者が作った引渡報告も取り消す必要
があるのでこれを依頼してください。
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（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～4＞

８． その他

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックすると取消理由を選択
できます。

ステップ1

1 「３.取消対象車台の一覧」に、引取報告を行った車台
の一覧が表示されています。
車台の情報（引取報告日、引渡元事業者／事業所名、
車台番号、型式、車名）を確認し、引取報告を取り消
す車台の ボタンをクリックしてください。

ステップ2

2 申請
⇒ 「３.その他」を選択した場合は、 に具体的

な理由を入力してください。
※

全角100字まで
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1

2※
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1

2※

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

８． その他

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、破砕業者の「解体
自動車の引取報告の取消」が完了します。

ステップ4

OK
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ボタンをクリックすると

ステップ3

2 申請

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル
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（Ⅲ）その他

引 取 報 告 が 取 消 可 能 な 該 当 車 台 が な か っ た
場合、「２.引取報告取消対象車台の一覧」の
下に｢該当がありませんでした。｣と表示されます。



第１章 第２章 第３章 第４章

８.２ 引渡報告の取消申請

８． その他

解体自動車の引渡報告の取消しを行う車台を選択し、
報告を行います。

１）破砕業者への引渡報告の取消

誤った解体自動車の引渡報告を行ってしまった場合、
引渡報告の取消を行います。

操作ポイント！
• 取消理由を選択・入力します。
• 引 渡 報 告 の 取 消 し を 行 う 車 台 を 選 択 し、

報告を取り消します。

• 取り消すべき引渡報告であることの確認。
• 破砕業者が、該当車台の引取報告を完了して

いないこと。

• 引渡報告を取り消す場合は、すみやかに引渡
先の破砕業者に連絡し、引取報告を行わない
よう依頼してください。

確認ポイント！

※ 解体自動車の引渡報告の取消しができるのは、
引渡先の破砕業者が引取報告を行ってないことが
前提です。

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3119

（Ⅰ）画面

メニュー選択画面で４.３ ボタンをクリック
すると、「対象車台選択／情報管理センター申請
（JPCS4230）」画面が表示されます。

1
※

2

取消

（１）解体自動車の引渡報告の取消申請を行う場合



第１章 第２章 第３章 第４章８． その他

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3120

1
※

2

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ1～4＞

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックすると取消理由を選択
できます。

ステップ1

1 「３.取消対象車台の一覧」に、破砕業者に引渡報告を
行った車台の一覧が表示されています。
車台の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
車台番号、型式、車名）を確認し、引渡報告を取り消
す車台の ボタンをクリックしてください。

ステップ2

2 申請
⇒ 「３.その他」を選択した場合は、 に具体的

な理由を入力してください。
※

全角100字まで



第１章 第２章 第３章 第４章８． その他

ボタンをクリックすると

ステップ3

2 申請

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

OK キャンセル

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、破砕前処理業者の「破
砕業者への引渡報告の取消」が完了します。

ステップ4

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3121

2



第１章 第２章 第３章 第４章

メニュー選択画面で４.4 ボタンをクリック
すると、「対象荷姿選択／情報管理センター申請
（JPCS4280）」画面が表示されます。

解体自動車の引渡報告の取消しを行う荷姿を選択し、
報告を取り消します。

取消

２）認定全部利用者への引渡報告の取消

（Ⅰ）画面

確認ポイント！

• 取り消すべき引渡報告であることの確認。
• 引渡先の認定全部利用者が、該当荷姿の引取

報告を完了していないことの確認。

• 取消理由を選択・入力します。
• 引渡報告の取消しを行う荷姿を選択し、報告

を取り消します。

操作ポイント！

1

2

※

８． その他

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3122

• 引渡報告を取り消す場合は、すみやかに引渡
先の認定全部利用者に連絡し、引取報告を
行わないよう依頼してください。

※ 引渡報告の取消しができるのは、引渡先の認定
全部利用者が引取報告を行ってないことが前提
です。

※ 引渡報告の取消しは、引渡報告を行った当月末
まで可能です。



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～４＞

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックすると取消理由を選択でき
ます。

ステップ1 ステップ2

「３.取消対象荷姿の一覧」に、認定全部利用者に
引渡報告を行った荷姿の一覧が表示されています。
荷姿の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
荷姿ID、トラック登録番号）を確認し、引渡報告を
取り消す荷姿の ボタンをクリックして
ください。

1

全角100字まで
2

※
申請

８． その他

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3123

⇒ 「３.その他」を選択した場合は、 に具体的
な理由を入力してください。

1

2

※



第１章 第２章 第３章 第４章

2

ボタンをクリックすると、

ステップ3

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、破砕前処理業者の
「認定全部利用者への引渡報告の取消」が完了します。

2 申請

８． その他

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3124

ステップ4

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、警告
画 面 （ ダ イ ア ロ グ ） と 共 に 入 力 不 備 部 分 が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

OK キャンセル



第１章 第２章 第３章 第４章

メニュー選択画面で４.5 ボタンをクリック
すると、「対象車台選択／情報管理センター申請
（JPCS4290）」画面が表示されます。

解体自動車の引渡報告の取消しを行う荷姿を選択し、
報告を取り消します。

３）非認定全部利用者への引渡報告の取消

（Ⅰ）画面

確認ポイント！

取り消すべき引渡報告であることの確認。

• 取消理由を選択・入力します。
• 引渡報告の取消しを行う荷姿を選択し、報告

を取り消します。

操作ポイント！

８． その他

1

2
※

取消

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3125



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～４＞

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックすると取消理由を選択でき
ます。

ステップ1 ステップ2

「３.取消対象車台の一覧」に、非認定全部利用者に
引渡報告を行った車台の一覧が表示されています。
車台の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
車 台 番 号 、 型 式 、 車 名 ） を 確 認 し 、 引 渡 報 告 を
取 消 す 車 台 の ボ タ ン を ク リ ッ ク し て
ください。

1

全角100字まで
2

※
申請

８． その他

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3126

⇒ 「３.その他」を選択した場合は、 に具体的
な理由を入力してください。

1

2
※



第１章 第２章 第３章 第４章

ボタンをクリックすると、

ステップ3

ステップ4

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

キャンセルOK

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、破砕業者の「非認定全
部利用者への引渡報告の取消」が完了します。

OK

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、
警告画面（ダイアログ）と共に入力不備部分が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

2 申請

８． その他

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3127

1

2
※



第１章 第２章 第３章 第４章

誤 った ASRの 引 渡 報 告 を 行っ て し ま った 場 合 、
引渡報告の取消しを行います。

メニュー選択画面で４.６ ボタンをクリック
すると、「対象荷姿選択／情報管理センター申請
（JPCS4270）」画面が表示されます。

ASRの引渡報告の取消しを行う荷姿を選択し、報告を
取り消します。

１）ASRの引渡報告の取消

• その場合は、「7.4 ASRに関する移動報告
状況の閲覧」（104ページ参照）を確認し、
引渡報告を確実に行っている場合は、指定
引取場所へ引取報告の取消しを依頼します。
なお、引渡報告の取消しは、引渡報告月の
月末まで可能です。

（Ⅰ）画面

確認ポイント！

• 引渡報告の取消画面に表示されない場合は、
指定引取場所が引取報告を行っている可能性
があります。

• 取消理由を選択・入力します。
• 引渡報告の取消しを行う荷姿（「荷姿ID」、

「トラック登録番号」）を選択し、報告を取
り消します。

操作ポイント！

８． その他

1

2
※

取消

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3128

（２）ASRの引渡報告の取消申請を行う場合



第１章 第２章 第３章 第４章

（Ⅱ）操作説明 ＜ステップ１～４＞

「２.取消理由」を入力してください。
「 ボタン」をクリックすると取消理由を選択でき
ます。

ステップ1 ステップ2

「３.取消対象荷姿の一覧」に、指定引取場所に引渡
報告を行った荷姿の一覧が表示されています。
荷姿の情報（引渡報告日、引渡先事業者／事業所名、
荷姿ID、トラック登録番号）を確認し、引渡報告を
取り消す荷姿の ボタンをクリックして
ください。

1

全角100字まで
2

※
申請

８． その他

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3129

⇒ 「３.その他」を選択した場合は、 に具体的
な理由を入力してください。

1

2
※



第１章 第２章 第３章 第４章

ボタンをクリックすると、

ステップ3 ステップ4

というメッセージが表示されますので、間違いなけれ
ば を、再確認する場合は を
選択します。

キャンセルOK

を選択すると「処理完了（JPRS0000）」
画面（P22参照）が表示され、破砕業者の「ASRの
引渡報告の取消」が完了します。

OK

取り消した荷姿は「３.取消対象荷姿の一覧」より削除
され、１.９ に表示されますので、再度
操作を行ってください。

確定済荷姿

OK

入力不備のまま最後まで操作を進めた場合、
警告画面（ダイアログ）と共に入力不備部分が

色で表示されます。 をクリック
したうえで、必要事項を正しく入力してください。

2 申請

８． その他

第 章 電子マニフェストシステムの具体的利用方法3130

【申請が受け付けられたら】

2
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半角英数８字以上３４字まで
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•

•
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•

•

•
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•

•
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半角／全角200字まで

半角／全角200字まで
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•



141

•

ｚ
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半角／全角200字まで

ｚ



143



144

•
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半角／全角200字まで

半角／全角200字まで
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•

•
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149



150
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152
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•

•
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157



158



159



160
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•

•
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•
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•

•

•
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⚫

⚫



174

変更事由の

発生

申込書

ダウンロード

リサイクルシステム画面より変更申請

(郵送料不要・短時間で変更可)

変更申込書

作成

変更

完了

〒

事業者
：電子 ：郵送

自動車リサイクル

コンタクトセンター



175

〇△□自動車

123456780102
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177

車 利差子

クルマ リサコ

車 譜論

クルマ フロン

ＯＫ
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•
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180



181



Japan Automobile Recycling Promotion Center
〒105-0012   東京都港区芝大門1-1-30 日本自動車会館

https://www.jarc.or.jp

公益財団法人 自動車リサイクル促進センター

自動車リサイクルシステムに関するお問合せ先

よくあるご質問や自動チャットで解決できなかった場合
自動車リサイクルコンタクトセンターにお問い合せください

電話：050-3786-7755
受付時間 9:00～18:00（土日祝日・年末年始等を除く）

自動チャットによるお問合せ
自動車リサイクルシステムホームページのTOPページ右下の

「チャットを開始する」をクリックすると起動します（以下をクリック）
自動車リサイクルシステム (jars.gr.jp)

受付時間 24時間365日いつでも利用可能

よくあるご質問
自動車リサイクルシステムホームページのTOPページ右上又は中段に
「よくあるご質問ページ」の入り口がございます（以下をクリック）

ht. 「よくあるご質問 | 自動車リサイクルシステム (jars.gr.jp)
受付時間 24時間365日いつでも利用可能

http://www.jars.gr.jp/
http://www.jars.gr.jp/faq/exfq0200.html
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